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巻 頭 言 

歴史の変遷 

理 事 中 岡 敏 雄 

今から5年前に日本化学会は創立100 周年を迎えた。それを記念して種々の行事が実施され，そのー 

つとして「日本の化学百年史」が刊行されている。これを見ると多くの先輩達が必死になって尽くして 

来られた数々の立派な功績が窺えて誠に感慨深いものがある。 

そもそも大阪に舎密局が創設されたのが明治元年（1868）のことであった。以来西欧文明の急速な吸 

収とその発展のために，大変な努力が払われていたことが推察される。私の学生時代に恩師小林久平先 

が「自分等の時代にはpHなどは無かった」と言われ，技術進歩の今昔を述懐された言葉を忘れ得ない。 

当時の世の中は特に化学に対して絶大な期待を寄せていたし．化学工業の発達は日本の発展に大きな貢 

献を果たしてきた。その経過を第二次大戦以後について見ると，当時の最重要課題は先ず食糧の確保 

にあったので，米軍総司令部GHQの指令によって化学肥料の増産に力が注がれた。抗生物質の製造開 

始や種々の化学繊維の開発，石油化学の拾頭とか合成洗剤等の新しいものが目まぐるしく出現し，更に 

各種合成樹脂の発達などで，戦争中の技術の遅れを取戻すのに躍起になっていた時代が続いた。然しそ 

の後オィルショックの到来は，日本のみならず各国の産業に多大な恐慌を与えることになった。 

つぎに目を転じて広く科学の世界を眺めると，原子物理学の発展に伴ってF erml等による初めての 

実験用原子炉C P- 1 (1942) ，最初の員空管式電算機ENIAC (1945) , Shockleyのトランジスタ 

ーの発明（1948）等に始まるエネルギーやェレクトロニクスのその後の発展が目覚ましく，スペース技 

術の飛躍とも相侯つてその進歩は止まるところを知らず，そのテンポもますます加速されている。そし 

て最近の技術は他の分野との密接な関連において開発されるケースがますます多くなって来た。近頃境 

界領域とか学際的と言う言葉がよく使われるが．要は接点領域の諸問題をスムーズに解決することであ 

る。そのためには頭脳が柔軟で新鮮な若い人達に大いに期待が掛けられる。今や日本の綜合開発能力は昔 

日の比ではないと言われているし，米国は日本に照準を置いて先端技術情報の流出規制を開始している 

様な時勢にあって，今後日本がどの様に処して行くべきかは最大の関心事であり，所詮は若い人達の創 

造と順応の能力により，新たなイノベーションを産み出して行く以外に道はない。 

歴史の変遷と言うものは，やはり人々の強い意志と努力によって造られて来たものであるし，これか 

らもその様にして更に進展して行くであろう。 

（昭和12年応用化学科卒・旧制17回，日本化学工業（株）顧間， （社）色材協会副会長） 
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総 

キャンデーエ業の現状と展望 

飯島義男 

I まえがき 販売してきた。しかるに，最近では品種数につい 

50年代半ば，菓子業界の中では，最近話題を集 て各社見直しを行い， しぼり込んだ数量で重点的 

める様なヒット商品が出ていないとまで言われて に販売していく傾向が見られる。最後に，海外市 

いる。その反面，食品業界の他業種をみると，豆 場規模推移の一部も含めてお知らせしたい。 

乳， スポーツドリンク，高級即席めんの様なヒッ 

ト商品が，店頭をにぎわしている。しかるに，お II 国内市場におけるキャンデー市場規模推移 

菓子の市場は成熟期に入って既に約10年を経過し 図一1の様に，過去5年間の売上高（推定値） 

たにもかかわらず，低迷の一途をたどっているの 推移を見てもほぼ横ばい気味である。キャラメル 

が現状である。 それ故，自社の商品が他社との競 は， ソフトタイプが約85％を占めているといわれ， 

合商品とどう差別化し得るか，又自社の商品開発 その中に，森永のハイソフト，明治のクリーム， 

力が， シェアアップの大きな原動力になり得るか グリコのアーモンド，更にロッテが新発売したミ 

が問題となってくる。数年前までは菓子の本格的 ルク5などがある。 

需要期になると， 1度に数多くの新製品を導入し 将来の予測として，もちろん各社はこのままで 
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図-1 菓子品目別分類 

（株）ロッテ 中央研究本部 

キャンデー研究室 室長 

（昭和31年早大・大学院・理工学研究科 

応用化学専攻・修士課程修了） 
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良いとは思っていないし，各社の研究開発体制の 皿- 2 （株）ロ ッテ

充実化，技術革新，更に他業界の参入激化により 1） 研究所内に生物科学及び基礎開発の各研 

市場規模推移も変っていくと思われる。 究室を新設し，市場に即応できる体制に 

強化した。 

皿 各社の動向 2) 数年前より，非鵬蝕性甘味料パラチノー 

この様にお菓子の需要が伸び悩んでいる主な原 ス（三井製糖）の応用開発に取組んでお 

因として，次の事が挙げられる。 り，かなりの成果をあげつつある。 

1） 消費者の甘さ離れ 3） 口喚除去の効能性をもつ緑茶フラボノイ 

2） 主として，砂糖の誘蝕性（虫歯） ドを使用したグリーンキャンデーの新発 

この2点について，各社とも対応し切れないでい 売。 

ることにある。そこで各社メーカーは，次の研究 ffl -3 森永製菓（株）

開発に取組んでいる。 1）研究開発体制強化のため，菓子食品総合 

1） 非鵬蝕性又は低誘蝕性糖類の開発及び応 研究所を昭和59年度秋までに完成の予定。 

用開発 2） バイオテクノロジー酵素利用の技術を活 

2） バイオテクノロジー（生命工学）関連技 用した食品生産計画。 

術の活用 ffl -4 （株）不二家

3） 新素材を加えた高度技術の開発 昭和59年度計画として， 

これらの開発にあたって，各社とも全力投入して 1） 菓子卸売り部門の設備費35億円投資。 

いるのが現状である。次に代表的なものを挙げて 2） ロボット導入による生産工場省力化。 

簡単に説明する。 〔日経’83・11・17引用〕 

皿-1 明治製菓（株） 以上の様に，各社の投資が根を下ろせば，消費者 

1） 医薬・健康食品を柱としたライフインダ の甘さ離れを克服し，健康志向又は本物志向商品 

ストリーをめざすビジョン といった新しい価値観が付加され，菓子の需要は 

2） 自社開発のフラクトオリゴ糖を使用した 大きく広がる可能性をもっている。 

新製品ペップキャンデーの発売 

表―1 砂糖・パラチノース・フラクトオリゴ糖の比較 

×ミ 砂 糖 ノぐラチノース フ ラ ク ト オ リ ゴ糖 

生理効果 

1) 誘蝕性 

2)腸内で分解吸収 

3） 栄養価4kcal/g

1） 非語蝕性 

2) 腸内で分解吸収 

3) 栄養価4kcal/g

1） 低誘蝕性 

2)腸内で分解しにくい 

印 栄養価2kca!/g
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N 健康志向キャンデー 

最近，生活が豊かになった半面，栄養の過剰摂 

取や食生活の不均衡に陥り，食品添加物や大衆薬 

への不信感も重なって，健康に対する関心が一段 

と高まってきた。人間はいつも健康でありたいと 

いった半健康的意識などが手伝って，健康食品ブ 

ームになっていると言える。 その上，不況知らず 

だった化粧品業界も，この数年需要の伸びの鈍っ 

ているだけに，販売ルートを活用して周辺分野 

の開拓に乗り出しており，各社とも「美と健康」 

を売り物にした健康食品へ参入した。そのため健 

康食品市場は，食品メーカーを筆頭にして薬品及 

び化粧品メーカーの新規参入により，販売競争の 

激化を伴ってきた。 

最近の健康食品に参入した薬品及び化粧品メー 

カーの主なる製品の発売状況は次の通り。 

表―2 主な製品 

商 品 名 社 名 製 品 の 特 徴 

ハ‘ーブ 

キャンデー 
山之内製薬 

スイス産13品種ハーブエ 

キス 

C -100

ピオタ ップ 
大正製薬 

レモン4個分V. C／粒。 

カップリングシュガー・ 

マノレチトーノレ 

ハー ビッ ト 森下仁丹 ハーブエキス 

ハーブ 

キャンデー 

資生堂 

ノぐーラー 

ョーロッパ高原産ハーブ 

エキス15品種 

（ハーブ 

キャンデー） 

ビノぐラ ンス 

小 林 

コーセー 

スイス産13品種ハーブエ 

キス,プルーン，及びビ 

ワ葉エキス 

V 容器開発 

V -i 他社との差別化 

最近のヒット商品の容器には，各社とも特色が

あり，ファッション性や便利さを加えたもので消

費者の購買意欲をそそると同時に，新素材を活用

して，コスト低減や軽量化による運送の効率アッ

プを目標とした容器が，多く販売されるようにな

ってきた。代表的なものをあげると次の通り。

表一3 容器の個性化

商品名 品 種 社 名 容器の特徴

ハイソフト キャラメル 森永製菓
箱型・ホールド

ラップ個包装

チエノレシー
ノ、ード

キャンデー
明治製菓 ク

ミ ルク 5 キャラメル ロ ッ テ 
パケット型・ホー 

ルドラップ個包装 

V - 2 ミニ化ブーム 

日本の家族構成は核家族化し，食生活も多様化 

になり，特に商店の配達制度がすたれ，持ち帰り 

の便利なもの，一口で食べられるものといった意 

味でミニ化ブームがはやってきた。消費者はミニ 

化により，便利なもの，変ったもの，多様化のも 

のを求める傾向があり，一方メーカー側にとって 

は， リスクを小さくし次々と新製品を回韓させ， 

消費者の目を引こうという戦略でもある。ミニ容 

器の代表的なものとして，この数年急成長で売上 

げを伸ばしたポーションゼリーがある。これは， 

各家庭の冷蔵庫の普及（1家庭で2台）に依存す 

ることが大きい。 

VI 感覚マーケッティング 

国内市場の消費者行動や深層の動きは，市場調 

査や，消費者調査といった従来のマーケッティン 

グ手法では解明できないとまでいわれている。最 

近，生活感覚を切り口とする感覚マーケッティン 

グの記号論的手法が注目されてきた。 消費者行動 

の傾向として，次のことが挙げられる。 

1） 面白感覚（ネーミング），気分をブラン 

ド化した商品 

2）健康と美容など健康の多面的展開 

3） 生活者の感覚意識の高度化，洗練さを反 

映しての光色や芳香など作り出す感覚 

この様な発想やひらめきを駆使し，種々の発想ニ 

ーズをひき出し，その中で燃焼し，質的情報の組 

合せによって新製品ニーズを見出そうと，各社懸 

命の努力を梯ってしJるのである。 
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皿 海外戦略 

国内メーカーにとって頭痛のたねは，原料のコ 

ストである。国内農家保護のため，価格の高い原 

料を買わされている国内にとって，国際競争力に 

勝つことは不可能に近くなってきた。米国の原料 

価格と比較すると，砂糖1.7 倍，小麦粉2.7倍， 

全脂粉乳1.3 倍の割合からみてもうかがえる。そ 

こで各社は将来にそなえて，海外進出を考えるの 

は当然であろう。 

そこで，各社の計画をみると，次の通り。 

皿 ―I 明治製菓（株）

'74年 明治製菓シンガポール設立 

'75年 英ユナイテッド・ビスケット（U.B.) 

に技術供与 

'81年 メイジ・コンフェクショナリータイ 

ランド設立 

'84年 コロンビナー社及びU. B．社と各合 

弁会社設立 

VII - 2 森永製菓（株）

'82年 米国ロサンゼルスに駐在事務所開設 

VII- 3 江崎グリコ（株） 

' 70年 タイに工場進出

'82年 フランスのゼネラルビスケッ トと合 

'84年 

タイに工場進出 

フランスのゼネラルビスケッ トと合 

弁 

VII- 4 （株）ロ ッテ

'79年 

'80年 

計画中 

米ミシガン州USA ロッテ設立 

リグレー社向けガムの下請け生産 

フーセンガム販売 

欧州・東南アジア輸出・ガムの世界 

戦略展開 

〔日経’83年11・18引用〕 

皿 海外市場 

それでは，海外市場は一体どうなっているので 

あろうか。特に米国及び英国のキャンデー工業の 

推移について，述べてみたい。 

MO-I 米 国
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図―2 年度別生産量と出荷実績 

この数年，キャンデーの生産量は殆んど増加し 

ておらず，出荷実績においても，毎年約10％アッ 

プの微増にとどまっている。 
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図-3 年度別各種キャンデーの出荷実績 

各種キャンデーの中で，堅実に生産量とともに 

出荷実績を伸ばしているのは，ハード・ソフト及 

びパンワークタイプであり，逆にリコリスタイプ 

は売上ダウンを示している。 

皿 2 英 国
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図-4 年度別生産量と出荷実績 

キャンデーの生産量は，米国と同様ほぽ横這い 
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流通は複雑化し，又配送及び販売を主軸とする問 

屋の再編成も行われた。更に，商品の品質も，よ 

りグレードアップした高級化志向及び半生志向と 

いった新規商品も台頭する様になり，売上高に大 

いに貢献した。又薬品及び化粧品メーカーが参入 

したことにより， ビューティー・ヘルシー・セク 

シーを唱えた健康志向キャンデーが店頭に多く並 

べられる様になった。何といっても消費者の周囲 

には，商品があり余った状態であり，必要な時， 

好きなだけ買いたいという消費者の要求が強くな 

り，各社とも，他社との差別化から面白感覚をも 

ったネーミング又は容器といった気分商品が，割 

合消費者に受けているのもこの時代の特徴といえ 

よう。今後，各社は研究開発体制の充実化と技術 

力の強化を積極的に行い，更に原料の高騰及び輸 

入関税率の引き下げにより，海外市場の開拓へと， 

より前進していくものと思われる。 
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図一5 年度別各種キャンデーの出荷実績 

を示し，出荷実績も毎年約10％アップの微増であ 

る。 

キャンデーの総出荷実績の約60％以上が，ハー 

ド及びソフトタイプで占められ，伸長度も各17'-

18％以上を示している。 

Ix 菓子産業の推移と展望 より前進していくものと思われる。 

最後に，菓子産業の推移を年代別に説明しなが 

ら，キャンデー工業の展望について考えてみたい。 x む すび 

I)・70 年代 いろいろ述べて参りましたが，キャンデーにつ

各菓子メーカーは，生産合理化及び規格化を行 いてご理解いただく上で，専門分野は省略し，最

い，少品種多量生産体制を敷き，そのため類似品 近のキャンデー市場の推移，更にごく一部ではあ

が市場にあふれ，生産過剰気味となり，最終的に りますが，海外市場について述べさせていただき

は各社販売競争を行った。それに伴い，特に大手 ました。会員諸兄の幾分なりともご参考になれば

メーカーは大幅な減益と赤字を余儀なくされたの 幸いです。

である。

2) 80 年代 参考資料

先ず減量経営を行い，原材料価格の安定と天候 1) Current Industrial Reports, 

に恵まれ，且つ商品流通も多様化時代に入り，ハ Confectionery ('81, '82) 

ードウェアからソフトウエアへと移行していった。 2) JETR0 10 ('82）ョーロッパの食品市場 

3） 最近の顕著な動向 3) DEBS Reports, Total Confections ('82) 

キャンデーは，菓子メーカーに限らず他業界即 4）週刊粧業 3・21 ('83) 

ち，薬品及び化粧品メーカーの参入により市場の 健康食品市場の展望 

6



総 
’●~●~‘~~~・．・~‘．・~~~‘,~ ” 

フオトラマの仕組みと 

その色材の開発 

小野 茂敏 

1 ．はじめに した機能性色素である。 

フォトラマとはフォトグラフィ（写真）をパノ FUNには現像された部分が可動性から不動性 

ラマにかけて命名した，富士フィルムのインスタ に変り，残った色素が拡散して色像を形成する色 

ントカラー写真システムの商品名である。 素固定方式（ポラロイド社が採用）と，現像によ 

昨年2月このフォトラマに用いる色材の開発で り不動性の色材から可動性の色素が外れ，拡散し 

私達が有機合成化学協会賞を受賞することができ て色像を形成する色素放出方式（富士フィルム， 

たが，フォトラマの開発は多くの人々の協力によ コダック社が採用）とがある。それぞれの特徴を 

って達成されたのであって，今回の私達の栄誉も あげると次の様になる0

研究に携わったもの全員の栄誉と感じている。な 

お本会会員では素材合成を担当した私のほかに順 (1） 色素固定方式

野（昭干[146年卒）が使用技術の研究担当としてフ 可動性のFUNを用いるため現像とともに色素 

ォトラマの開発に参画した。 （この方式の場合色材自身）の拡散が始まるため， 

本報告ではフォトラマの仕組みとその色材を中 色素の転写には有利であるが，可動性の色材を不 

心とした材料開発について簡単に述べるが，興味 動化するため，この反応が遅れると不必要な色素 

ある方々には藤田1）ー5)のより詳細な報告を参照し までが受像層に拡散される（混色を起す）危険性 

て頂きたい。 がある。 

2．インスタント写真の画像形成法 ② 色素放出方式

イ ンスタント写真には多くの有機化合物が使用 不動性のFUN を用いるため現像によりこれを 

されており，露光後次々と化学反応を引き起し， 可動化する必要があり，このための反応時間が必 

最後に3 色の色素（イエロー，マゼンタ，シアン） 要である。しかしこの場合必要な色素のみが放出 

が拡散転写して画像を形成する。この色像形成の されるため混色が起らない。 

機能を持つ素材を色材と称し，ハロゲン化銀の現 

像に伴って拡散性を変化させる機能部分（FUNと 3 ．フォトラマの仕組み 

略する）と色素部分（DYE と略する）とが結合 フォトラマの断面図を図1に模式的に示した。 

富士写真フィルム（株）．足柄研究所 この薄いフィルム中でDP が行なわれる訳である。 

（昭和46年応用化学科卒・新制21回） 以下に画像出現までの過程を簡単に解説する。 

富士写真フィルム（株）・足柄研究所 

（昭和46年応用化学科卒・新制21回） 
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受像部 

感光部 

透 明 ベ ー ス 

(b 媒 染 層 

(2 白色不透明層(Ti02 層） 

(3) 黒色不透明層 

（引 シアン色素放出剤層 

(5〕 赤感乳剤層 

(6) 巾 間 層 

(7） マゼンタ色素放出剤層 

侶） 緑感乳剤層 

円｝ 中 間 層 

⑩ ィェロー色素放出剤層 

「lD 青感乳剤層 

(12)保 護 層 

(13)処理液（カーボンブラソ 

ク含有） 
(l● タイミング層 

a51 酸性ポリマー層透明 

ベース 

青 緑 赤 C：シアン，M】マゼンタ Y イエロー 

（露 光） 

．露光済ハロゲン化銀 〈う未現像ハロゲン化銀 Nくフ未酸化の色素放出剤 

U未露光ハロゲン化銀 くD現像済ハロゲン化銀 ”J現像済の色素放出剤 

図1 フォトラマフィルムの断面図 （左）露光時，（右）処理後 説明に不要な層は省略 

（観 察） 

(C+M)緑 (C.Y )赤 (M -Y )黒 (C+M+Y ) 

C C
M Y
'

￥ c ￥ 

l ~ 
~ 勿 勿 影差 

[＞く§）トp ト1〈§） 【＞⑩ 峠） 
0 自 自 0 ◇ 

【＞イ9 ト奄）一 I＞奄） 糾多 ト④ー 

0 0 0 0 0

><!) [＞く！）トくかト〈三）一トで）一 

0 0 0 O 0

勿気篤3二罵負簿勿 

ミニ暗室 

3 -1 オートポジ乳剤の潜像形成

色素放出方式でポジ（陽画）像を得るには，感 

光していない部分で色素放出が起きることが必要 

である。このため感光されない部分で現像が起こ 

る仕組みとしてオートポジ乳剤（直接反転乳剤） 

を用いている。 図2 にオートポジ乳剤の直接反転 

機構を示した。露光部では露光により形成した内 

部潜像がカブラセ剤の作用を結果的に無効化する 

一方，未露光部はカブラセ処理により表面カブ 

リ核を生成して現像を起す。カブラセ剤としては 

ヒドラジン誘導体とが用いられている。 

（・光邪分〉△」＝△げ二斎△一△（翼像されず） 

（未露光部分）△」旦些→△慧J 0  ETA ETAo\L 像による譲像〕
（電liE入による遺核〕 △はハロゲノ化銀粒子を表わす。 

P-NONE-CE0

3 -2 拡散性色素の放出 

C：シアン，NI】マゼンタ Y イエロー 

入った処理液がフィルム中に展開される。処理液 

中には水，KOH, Na2S03 ，遮光剤（カメラから 

排出された時感光層に光が入るのを防ぐ），増粘剤 

及び現像薬足等が含まれている。 

現像薬はフィルム中に拡散し，オートポジ乳剤 

に作用して未露光部で酸化体を生成する（Scheme

1)。 

Scheme 1

cH20H

CH3 Ag + 
、× 

62 ETA 3
ミジ 

ー敏 
シH20Hー 

晋 
H
 

・ 

。

1

 

H
 
心
 』軍⑥ 

この酸化体は色素放出剤層に拡散し，色材と反 

応して色材の酸化体を生成する。色材の酸化体は 

アルカリ加水分解を受けて色素を放出するGcheー 

me 2 ) 0

Scheme 2 Agq Ag' 

貨NHSODy
A? Ag' 

一●つ、 ？ 
0r A OxりA メ 

、、 ノ  ， がSOx + DyxS00NH0

xlkyt OCxHxx

6 1
~ ~ 

（非拡敵性〕 （拡散性〕 

露光後フィルムは加圧ローラーに通され，袋に この過程において過度の銀現像を抑えるため， 
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タイミング層（後述）より現像抑制剤見を放出す 

る（Scheme 3)。見の放出速度はRを変えること 

で調整可能である。 

Scheme 3

N-N 一 N-N
. ' v R I 、 
N、N外、sー I'N S-CHCH2CN N 'N入SH 一 

I
ノ、 eOH ノ、 ~ 
I I 一→ ［ ， 十CH =CHCN
'%" R=H, alkyl ~ 

またTi 02 層は下地を白色化するため，媒染層 

と黒色不透明層（フィルムがカメラから排出され 

たさいに観察側から感光層に光が入射するのを防 

ぐ層）との間に設けられている。 

以上フォトラマの仕組みについて簡単に解説し 

た。次にフォ トラマに用いられている色材の開発 

・経緯について簡単に記す。 

4‘ 色材の開発 

また過剰ETAox は別層に拡散し混色の原因と 色材に要求される性能をFUNとDYE に分け 

なるため，中間層ではバラスト基（耐拡散性を持 てあげてみる。 

たす基）を持ったハイドロキノン（Alkyl Cと8 ) (1) FUNが必要とする主な性能

でE TAoxを無効化する（Scheme 4 )。 1） 電子伝達剤の酸化体（E TAox）によるク 

Scheme 4 ロス酸化を起すのに必要なレドックス電 

過 剰 無害化 位を持つこと。 

oH ETAox ETA 2） クロス酸化速度が十分大きいこと。 

組kyl alkyl 3） 色素の放出効率が良いこと（副反応が少 

alky1

0 4） 色素の放出速度（加水分解速度）が大き 

I0

3 -3 転写色素の媒染と安定化 ② DYEが必要とする主な性能

拡散性の色素は媒染層に達して染着される。こ 1） 色相が減色法の三原色（イエロー，マゼ 

の場合媒染剤のcleイオンが色素アニオンに置き ンタ，シアン）として良好なこと。 

換えられることで染着が完了する（S山eme5）。 2） 色相がpH によって変化しないこと。 

Scheme5 3） 拡散性に優れかつ受像層に対し媒染され 

Ph 二竺旦二 Ph Dyeso2NH2 易いこと。 

へ cH2N十R3cle cH2NtR3 4）光・熱・湿度及び系中の化合物に対し安 

ワDyeso2NHe 定なこと。 

この過程までフィルム中は高pH に保たれるが， 以上の多岐にわたる要件を満足すべく研究が重 

画像の安定性のために高pH は好ましくないので， ねられた。その経緯について全てを述べつくすこ 

中和タイミング層起及び酸ポリマー層廻が設置さ とは出来ないので，FUNとDYEのそれぞれに 

れている。超は最初アルカリ不透過性であるが， ついて研究のブレイクスルーの例の一，二を示す。 

alkyl

OH

9

無害化 
ETA

過 剰 
ETAo x

alkylalkyl

色叫 
、層内ノ a' 

O
1
1

、 

10

一 

3-3 転写色素の媒染と安定化

拡散性の色素は媒染層に達して染着される。こ

の場合媒染剤のcieイオンが色素アニオンに置き 

換えられることで染着が完了する（Scheme 5 )。 

Scheme 5

Ph 二竺I三二 Ph

へ CH2N十R3c1C 
cH2N、R3

ワ DyeS02 NH (-) 

この過程までフィルム中は高pH に保たれるが， 

画像の安定性のために高pH は好ましくないので， 

中和タイミング層12及び酸ポリマー層13が設置さ 

れている。12は最初アルカリ不透過性であるが， 

加水分解によりアルカリ透過性となる。この時間 

の遅れの間に上記反応を全て完了し，その後13で 

中和反応を起す仕組みである。この中和によりフ 

ィルム中はpH 6 程度に下げられ，転写画像の安 

定性を保証する。 

コ黙 
12

DyeS02NH2

~
CH2N*R3

オYIY
Bu0-CO COOH

13

4 一l FUNの開発

我々は現像薬酸化体（E TAox) により酸化され， 

アルカリ加水分解されるものについて種々検討し 

た。 その中でロースルホンアミ ドフェノールがこ 

の要件を満足することを見出し，FUN廷及び色 

材廼を得ることに成功した（Scheme 6)。 

しかし色材15はETAでクロス酸化された後の 

加水分解で副生物が生じるため（キノンモノイミ 

9 ー 



Scheme 6

0H
NH 3C I DyeS 020! 

OH3 CH3

0 CI 5H33 0 Cl 6H33

14

0H

NH S0 2 Dye

ド体の4位に求核剤の攻撃を受ける），色素の放 

出効率が低いことが判明した。そこで4位の求核 

攻撃を排除するため，5位のメチル基を嵩高いアル 

基）に変えた。この結果，予想通り色素放出効率 

の高い色材を得ることができた。 

4 -2 DYE部の開発 

イエロー色素としてはピラゾロンアゾ色素，マ 

ゼンタ及びシアン色素としては5 ーアミノーI ー 

ナフトール系アゾ色素の中に好ましいものを見出 

すことができた。 

三種の色素の分子設計としては，FUN からの 

離脱部分に近接した位置にメ トキシエトキン基を 

導入することにより，色材酸化体からのDYE の 

離脱とその拡散とを同時に速めうることを見出し 

たことが最も大きなブレークスルーであった。こ 

の基はまた色像の光堅牢性の向上にも寄与するこ 

とがその後明らかにされた。 

マゼンタ色素はフィルム系中に少量存在するア 

クリル酸ェステルとマイケル付加反応を起し，こ 

のため色相が黄変する現象に悩まされたが，置換 

基の電子効果を変化させるaことによってこれを 

避けることに成功した（表1 )0

表 1 マゼンタ色素（16）とアクリル酸ブチルの マゼンタ色素（旭）とアクリル酸ブチルの 
反応速度定数 

0H
S02NHC (CH3 )3
R' 

CH3S02NH N=N

R3

R2

16

化合物 R' R2

またマゼンタ色素，ィェロー色素ともに吸収波 

長の最適化を図る必要があったが，置換基効果の 

適切な利用によってこれを達成することができた。 

4 -- 3 色材の合成 

イエロー色材の合成例をScheme 7 に示した。 

合成のポイントとしてはベックマン転位を利用し 

たオキサゾール環生成工程及びクロル化剤として 

FOCI3 -スルホランあるいはPOCI3-N, Nージ 

メチルアセトアミドを用いた酸塩化物生成工程が 

あげられる。 

Scheme 7

AcOh/ BC3R営凹讐R0H N-O,eNHOH M
0二二HccH 町R0Hn-CHrr Br )..NH3C66C1 R-I{J

OH

OH. 
(7
~

POC I r ノ A6NMr

着、OC oHrr
2
JoH

CH) 

~ 一～OMe

9 MO (U613(rOH0..×恕二 p~omI OH を、 

中聖ご二鮮言計中s030 I) +2)H2 R回Hr×H2
NOr NOr __ NOz OCrnHra

召 起lいOr と 距 

ノ＝ぐOMe 一．， ノ＝くOMe

墨黙張礎或zNHH H - 
27 ⑨A

普’2
26 ⑨ 

。メ；1NM

⑥ 一 

26

ヘノ0Me

4is(: 」 

OC 29驚 
R

5 .おわりに 

フォトラマの開発を支えた技術は銀塩乳剤設計， 

素材の合成及びその使用法開発，系の組立て（現 

像のタイムスケジュールの設定を含む），カメラ及 

び感材の製造等々数え切れないほど多岐にわたっ 

ており，その全容をここで紹介することは出来な 

かった。単に私が有機合成を担当したというだけ 

の理由でこの小文も色材の開発に重点をおいて記 

されてはいるが，これは上記の多くの技術のごく 

一端を紹介したにすぎないものであることをお断 

わりしたい。 

インスタント写真の技術開発というものが，ィ 

R3
(dak
(day ) 

H 0.098

S02 NH2 0.072

CH3 0.099

CH3 0.025

S02 NH2 0.048

SO2 N H2 0.0 27

H

H

H

旧
H
H
 

H S（万NH2

H H

H S02NH2

CH3 S02NH2

H OCH3

H O(CH2)20Me

a
b
 
C
d
 
e
f
 

16
一 
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ンスタント写真を市場に出したことの意義に止ま 

らず感材技術の全般に亘って大きい波及効果を持 

つものであることを，この小文からお汲みとり頂 

ければこれに過ぎる幸いはない。 
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問題の解答 （23ページより） 

7三飛成．④同金．7五銀．6五玉，4三角成，5

六玉．4 六金，同玉．3五銀，＠同香，4 七歩．5

六玉，6 七金．同と，6 五馬．同玉．6 七龍，5五 

玉．4四銀．同桂，5六歩．同桂，6 五龍，同玉． 

4三角成，5五玉．5四馬まで 27手詰 

④同玉なら8三角成，6 四玉， 7 ii:銀． 6 五1三. 6

二桂成， 7 六玉， 7 七金以下詰み。 

⑨同玉は3 四馬， 2 六玉， 2 七歩（同玉は2 九龍， 

2 八合， 4 五馬以下。）, ］七玉， 1 九龍（ 1 ノ、 

金合は3 五馬， 2 七玉， I 六角，同玉， ］八龍ま 

で。）, 1八飛合， 3 五馬． 2 七玉二 2 九龍， 2

八金合，3 六馬， 1 七k， 」八龍，同金，2 七飛 

まで。 
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iコー 
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と 
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会費前納のお願い

去る11月の役員会において「会費前納者に対しては，今後 

会費が値上げされた場合でも，新会費と前納旧会費との差額 

は納入不要とする」 旨が確認されました。 

我が国の消費者物価は昨今非常な安定をみせておりますが， 

それでもここ数年の間物価指数はかなりの上昇を示しており， 

現に諸経費は年々漸増，また今の安定が今後とも永続する保 

証もありません。従って会費は早晩値上げの止むなきに至る 

ことも予想されます。その場合でも前納会費はそのままとす 

ることで前納者のご協力に報いると共に，また本会にとりま 

しても集金事務の簡素化による経費の節減，利息収入の増加 

等多くのメリットがあります。ぜひ多数の方の会費前納をお 

願い申し上げる次第です。 
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研究室 

紹 介 

宇佐美研究室 

（応用生物化学） 

当研究室は鈴木研究室とともに武富昇先生（現在名誉教授）の教えを受け継ぐもので，当室では微生 

物を起源とした生物化学反応の産業への活用を主題とした研究を行なっている。 

微生物利用の歴史的変遷を顧みると，古くは、自然発酵がという形で使用されたが，人間が微生物を 

支配し、管理発酵‘へと移行することによって産業として確立した。微生物の複雑多岐な反応が解明さ 

れると，一連の代謝反応経路を望む方向に合理的に誘導させる、代謝制御発酵‘の誕生となった。 

近年，分子生物学あるいは分子遺伝学の進歩によって，応用微生物の分野を一層多彩なものにした。 

DNA組換え，細胞融合など新しい微生物を造出させる技術の誕生である。当研究室でも必然的にこの 

手法の研究に取組んでおり，最近，法的規制を充足した実験室を完成させた。研究の方向としては微生 

物の種類を含めた既往の特徴ある成果をベースに，新しい育種技術を確立すべく努力している。 

当研究室のテーマは，大別するとつぎの4 つに集約する.ことができる。 

(1） 微生物代謝産物の発酵生産 

(2) 微生物機能の開発，利用 

(3） 微生物機能改質のための分子育種 

(4） 酵素，微生物の固定化技術 

以下個々のテーマについて，若干の解説をつけながら現況を紹介する。 

(1 -a） 糸状菌によるクエン酸の発酵生産 

クエン酸は上品な酸味をもち「食品，医薬品，また可塑剤，キレート剤など工業薬品として広く利用 

され，わが国では年間約11万トン消費されている。かつては柑橘類から抽出されていたが，現在ではす 

べて発酵法によって生産されている。 

このテーマは，当研究室にとって最も長い研究歴をもっている。かつて好気性発酵が表面法から液内 

法に転換されたこともあって，当初の目的はこの発酵での液内法の確立にあった。多数の学生，その他 

の方々の研究への参加を得て，他の有機酸の副生をともなわずに高収率で生産するための諸因子を解明 

し，研究を完成させた。 

従来，発酵原料といえば製糖工場からの廃糖蜜が主であった。 一方，東南アジア各地にはデンプン工 

場からの粕，果実加工場からもその残漬が多量に排出し，これらを利用したクエン酸の発酵生産が要望 

された。そこで固体法または半固体法と称すべき方法で，高い糖濃度，かつ短期間で高収率で生産でき 

る方法を開発し，これに適する菌株を育種した。この方法は糸状菌本来の性質を生かしたもので，初期 
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の設備投資額が低減なこと，生産規模を自由に選択できることもあって，研究室で開発した方法，菌株 

を用いて中国をはじめとして東南アジア各国で工業的に実施され，特恵関税枠を利用して毎年多量輸入 

されてし 、る。 

最近では新しい原料の開発と共に，AS加rgl伽S fligerの酵素系とクエン酸蓄積の関係を研究して 

おり，近い将来，新たな宿主・ベクター系としての利用を期待して，育種技術と発酵生産を結びつけた 

研究を展開させたいと考えている。 

(1一b） 糸状菌セルラーゼの生産とその性質 

セルラーゼはβ11,4 グルカン，すなわちセルロースおよびそれに由来する多糖を加水分解する酵 

素の総称である。セルロースは植物の主な構成成分であり，バイオマス資源の有効利用を目的として， 

その経済的な酵素糖化法の確立は大きな課題ともなっている。 

研究室では，高活性かつ機能的に特徴あるセルラーゼを求めて自然界からの菌の検索を実施し， 

Trichoderm a 系の菌株を多数分離した。そしてT.viride の一菌株を用いてβーグルコシダーゼの放 

出機構を菌増殖との関連で検討し，この酵素の効果的な誘導条件をはじめ，この酵素の精製，酵素化学 

的諸性質の研究を行なっている。さらに前述のクエン酸発酵と関連づけて，A. nigerとの混合培養に 

よるセルロース系物質からのクエン酸生産の可能性について研究を行なっている。 

(2 -a） 独立栄養細菌の生化学的機能の解明とその利用 

一般の微生物は，生育のために必要な炭素源を糖質など他の生物が合成した有機物から摂取している。 

こうした従属栄養性に対して本研究が対象とする独立栄養性，正確には化学無機独立栄養性と呼ばれる 

―群の微生物は，炭素源を大気中の炭酸ガスからとり，その固定に必要なェネルギーを無機質を酸化す 

ることによって得ている。こうした微生物現象は自然界ではきわめて徐々ながら認められていることで， 

鉱山の一部では低品位鉱からの有用金属の溶出に利用されている。 

研究室ではこの種の細菌としてThiobacillus thiooxidans（硫黄酸化細菌）, T．ルrrooxidans （鉄 

酸化細菌）を分離し，特異な生化学機能の酵素レベルでの解明，重金属耐性誘導機構，さらに生化学機 

能の新しい利用法の開発などを検討している。 

Thiobac illus 属は一般に絶対独立栄養的（obligate autotrophic）に生育し，有機物は全く利用しな 

いとされていたが，本菌はグルコースをある程度資化することを見出している。しかし，その資化能は 

無機ェネルギー源である硫黄あるいは第一鉄に依存しており，グルコースのみによる従属栄養的 

(heterotrophic ）生育は起らずmixotrophic な生育をしていることを酸素レベルで確認した。 

本菌は無機物を基質とする呼吸によりAT P と還元力を得る。呼吸鎖における電子伝達は細胞膜内外 

に電気化学ポテンシャルの勾配を形成してAT Pを合成し，ATP の一部は還元型ピリジンヌクレオチド 

の生成に消費されると考えられる。なかでも T. thiooxidan.sはpH 1.O'-3.O という強酸性環境下に生 

育し，エネルギー獲得の上で特異な生化学的挙動を示す。そこで電気化学ポテンシャルからATP への 

エネルギー変換に関する諸因子について，菌体内pH，細胞膜間電位差，細胞質容量などをトレーサー 

びH一酢酸，14cーメチルアミン，3H 20, '4Cーショ糖）を用いて検討し，さらに菌体内の微量アデニ 

ンリボヌクレオチドを酵素法でp moles レベルで測定し， 生体ェネルギー獲得のしくみを明らかにし 

た。 

最近，T. thiooxidans の塩化水銀（II）に対する耐性について研究中にmercuric reductase の存在 

を認め，培養系内の水銀を気化する反応Hg (II)+ 2 e一一→Hg (0）を確認した。この酵素は本菌に 

とって潜在的なもので，分子量約65,000, NADPH を電子供与体として必要としている。 

なおzルrrooxida ns を用いる鉄金属表面の除錆については，培養槽と除錆槽を連結したクローズド 

・システムを可能にするなど，既に国内外誌に論文を発表している。 
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(2-b） 乳酸菌の新しい機能の開発 

乳酸菌はその生命維持に必要なェネルギーを得るために，糖類を発酵して多量の乳酸を生成する。そ 

の利用は乳酸飲料，食肉加工，薬剤など広範囲にわたっている。 

研究室では，既にB炉dobacterium 属の標準菌株を用いてpantethine の生育促進効果を見出し， 

bioassayが可能であ ること，またその生育促進機構についての酵素学的知見について発表してい 

る。 

最近，乳酸菌から異種乳酸菌や他の細菌，たとえばEscherichia co/iに伝達できるプラスミドDNA

を取り出すことが報告され，分子育種の面でも注目されている。従来，宿主として大腸菌がその主な対 

象とされてきたが，乳酸菌は嫌気性のため無菌操作が容易であること，副産物を細胞外に排出するため 

抽出が簡単など，様々な利点をもっている。 

研究室では，乳酸菌の機能開発と有用微生物の造出を目的として，Lactobaci 1/us casei へのリチウ 

ムイオンの影響を検討している。細胞膜透過性との関連において，生化学的機能への影響解析を行ない， 

またこのイオンの適量添加によって生成乳酸の施光性の変換現象を確認している。今後この研究を進展 

させて分子育種，とくにプロトプラスト融合への応用技術に活用することを期待している。 

(2 - C） 糖転移反応を利用した新規なオリゴ糖の生合成 

ショ糖は広く食品に使用されている甘味料であるが，虫歯，糖尿病，肥満などの原因となることが知 

られている。そこで最近，低カロリー，抗齢蝕性の甘味料の開発が盛んに行なわれている。 

当研究室では，微生物酵素の糖転移反応を利用してショ糖からの新しいオリゴ糖の合成を試みている。 

使用菌株はSaccharomyces pbase/osporu S で，糖転移反応はαーグルコシダーゼによることが明らか 

になっている。 この酵素の精製，基本的性質の検討から， ショ糖の加水分解以外にそのグルコース部 

分を他の糖（受容体）に転移する性質を有し，新しく二糖類4種，三糖類1種が合成された。しかし， 

その収率はきわめて低く，収率を増加させるための反応条件を検討した結果，反応液のショ糖濃度，pH, 

フルクトース濃度が転移糖の生成に大きな影響をおよぼすことが明らかとなり，最適条件の設定によっ 

て収率の増大が実現された。今後はこの転移糖からさらに新しいオリゴ糖の合成を行なっていく方針で 

ある。 

(3） 微生物機能改質のための分子育種技術 

微生物反応技術の基本である有用微生物の検索は，従来，自然界に存在する多様な微生物の中からス 

クリーニングする手法がとられていた。今日の分子育種技術は，野生微生物ではほとんど生産すること 

が不可能に近かったものを，代謝産物として取り出すことを可能にした。 

研究室では，異種細胞間での外来遺伝物質の機能発現や増殖を可能にさせる分子育種の研究の一端と 

して，研究室で多年の研究成果をもつ熟知の微生物を対象とし，異種微生物間での形質転換ならびにこ 

れを成功させるための主要な因子となる細胞膜の研究を行なっている。具体的には，前述の T. thiooxidans

のもつ金属イオンに対する高耐性や薬剤（抗生物質）耐性を決定している遺伝因子を取り出し，耐性を 

もたない他の菌へ伝達させ，耐性菌への形質転換を試みている。受容菌としては同属の T. thioparus

および現在最も研究が進められているE. coli を用いている。本来生物には，異なった細胞由来の遺伝 

物質の増殖や発現を抑制しようとする障壁が様々な形で存在することが知られている。供試菌の金属イ 

オンあるいは薬剤耐性遺伝子は，プラスミドDNA 支配のものが存在するとして，これをベクターとし 

て耐性を伝達させる方法と取り組んでいる。 

―方，細胞がどのようにして細胞外の物質を取り込むかという課題について，細胞膜の取り込み機構 

を研究している。プラスミドDNAを細菌に取り込ませる際，塩化カルシウム処理して受容能力を高め 

る手段も，膜の透過性という概念的説明で処理されている。研究室では，微生物の外的因子に対応した 
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細胞膜への応答を，酵母での石油系炭化水素の資化機構をモデルに，膜構造の電子顕微鏡による解析， 

膜成分の組成変化，酵素活性の変化などの検討からその解明を急いでいる。 

(4 - a） 酵素の固定化とその性質 

研究室にとって，クエン酸発酵と共に多年続けられている研究のーつである。研究室から生化学反応 

の連続化という発想で，グルコアミラーゼを活性炭に吸着，連続酵素反応を試みた論文を発表したのは 

20余年前で，昨今の固定化（immobilization）という用語で多方面に研究かつ実用化がはかられている状 

況をかえりみるとき考えさせられることが多い。これは方法論的には，吸着，結合，包括に大別される 

が，研究室では今までアミラーゼ，サッカラーゼ，プロテアーゼなど加水分解酵素を中心として，種々 

な方法で固定化し，その利害得失を報告してきた。とくに植物酵素のーつであるノぐノぐインについては岡 

山理科大学の河逮講師と共同研究を実施し，この酵素の活性基の特徴を生かして，金属修飾による活性 

基の保護および植物多糖を用いたゲル包括法により，高活性かつ安定な固定化物を得ることに成功して 

いる。すべての酵素に有効な固定化法はなく，酵素の特徴と設定される反応条件（基質の分子量，環境 

因子など）を考慮しつつ目的を達成するーこれが多年の研究の結果得た結論である。最近は食品，医 

療面への応用を前提に，毒性への配慮から天然物を使用した固定化法に取組んでいる。 

(4 -b） 微生物菌体の固定化と代謝産物の連続生産 

微生物が生成する代謝産物の中には，通常の培養過程で自然に菌体外に放出されるものと，本来菌体 

内に蓄積して何らかの手段を施さなければ，菌体外に放出することのできないものとがある。この差異 

は，微生物にとって膜透過の問題であり，物質の生体内への取込みと生体外への排出を調節する細胞の 

重要な機能でもある。 

研究室でばE. coil を使用して，発酵生産を効率的に行なう目的で本来菌体内生成物であるグルタチ 

オンを，菌体外に放出させる研究を実施している。これは，菌生育過程で生菌体を界面活性剤，抗生物 

質処理し，スフェロプラスト化し，かつこれを固定化して連続反応に使用とするものである。同様な手 

法はアデノシンからのATP生産にも活用している。 

以上，研究室での仕事の概要を記述したが，その結果の多くは，醗酵工学会誌，日本農芸化学会誌， 

食品工業学会誌，J.Ferm. Tech., Agr. Biol. Chem., Eur. J. Appi. Microbiol. Biotech．その他 

に発表している。ご関心のむきは当方に問い合せいただきたい。 

恩師，武富先生は今秋満88才の誕生日を迎えられるが，お変りなく他校で教鞭をとられておられる。 

教えをうけた者としてこれにまさる喜びはない。 

微生物の取扱いは，いかにも入り易く達し難い学問であることを痛感する今日この頃である。微生物 

の限りない潜在能力に魅せられつつ，その夢と現実を見極めながら大胆な目標に挑戦しなくてはならな 

いと思っている。 
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職場 だよ り 

三菱石油株式会社 
1．はじめに 増設も急テンポで行なわれております。 

応化会の皆様には，各分野でご活躍のこととお 

慶び申し上げます。さて今回は三菱石油グループ 3．グループの概要 

にご指名がありましたので，グループ各社と，そ 当社は石油の精製，販売のほかに新会社設立や 

こで頑張る応化会員の現状をご紹介いたします。 資本参加により業務内容の拡大を目指しておりま 

すので，関連会社につき以下に簡単に述べてみま 

2 ．会社概要 す。 

三菱石油株式会社は，昭和6年三菱三社（三菱 

合資会社，三菱鉱業株式会社及び三菱商事株式会 （1） 三菱石油開発（株）

社）と米国アソシエイテッド石油会社（後のタイ 石油資源開発を目的として設立され，アフリカ， 

ドウォーター石油会社，以下タ社と略す）との折 中東，東南アジア及び日本海大陸棚等において幅 

半出資により設立され，京浜運河地帯に川崎製油 広く事業を推進しており，これに対し約10％の出 

所を建設，戦前における石油処理能力は7,700 バ 資をしております。 

ーレル／日に達しました。 

戦後，三菱財閥の解体等，情勢の激変があった （2） 東北石油（株）

にもかかわらず，タ社との提携関係が復活され， 東北地区唯一の仙台製油所を有する東北石油は， 

昭和24年の太平洋沿岸製油所操業禁止令の解除に 地域開発への寄与及び東北地域の石油需要の増大 

より，直ちに川崎製油所の戦災復旧に着手し，石 に対応するために三菱系各社並びに宮城県，東北 

油精製，販売会社として再出発しました。この提 電力（株），七十七銀行等との共同出資により設立 

携関係は昭和42年タ社が親会社のゲッティ石油会 され，これに対し約57％の出資をしております。 

社と合併した後も変りなく維持されております。 

その後の日本経済の成長とともに，精製・販売体 （3） 東西オイルターミナル（株）

制を整え現在では，3製油所（川崎，水島及び東 石油貯油施設の賃貸及び石油製品の受払作業を 

北石油の仙台で，これらの合計原油処理能力は約 目的として丸善石油及び大協石油の3 社（出資比 

38万バーレル／日）' 9 支店，7営業所と300に及 率は各社1/3）で設立され製品配給の合理化に貢 

ぶ優れた特約店と，全国各地の4,800を数えるサ 献しております。 

ービススティション及び65カ所の油槽所を有して 

おります。 (4） 沖縄石油基地

当社は，日本のェネルギーの中核を占める石油 原油の備蓄体制強化を目的として丸善石油と共 

を長期安定確保するため，原油入手ソースの多様 同出資（出資比率は当社2/3）で設立され現在 

化，原油備蓄能力の増強を行ない，現在石油需給 425万キロリットルの貯油能力となっております。 

の緩和から長く続いている市況の低迷を正常化す 

るため，前記特約店とH本となって努力しており ⑤ サンセキエンジニアリング（株）

ます。一方研究所においてはますます厳しさを増 製油所の精製設備及びタンクのメンテナンス業 

す市場のニーズに応えるため，新製品の開発に多 務のほか，建設プロジェクト受注を加えた総合ェ 

くの研究者が日夜研鑑しており，また研究施設の ンジニアリング会社として急速に発展中で，ェン 
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ジニアの大半は当社の出向社員で占められていま 験も加えた技術的知識をフルに活用し，石油化学 

す。 製品の販売を担当しております。 

(6） そ の他 （2） 支 店 

その他，上五島石油備蓄基地への中核会社とし 当社は札幌，仙台，東京，関東，名古屋，大阪，

ての参加，、石油製品以外の製品を販売するサンセ 高松，広島及び福岡と合計9支店を配し，販売活

キトレーディング，情報産業への参入を目指して 動を円滑に行っております。 特に潤滑油の販売部

いる三石情報システム（株）があります。 門では高度の専門的知識が要求されるため技術系

出身者が貴重な戦力となっております。福岡支店

4．応化出身者の近況 には宮本明彦（41年）が潤滑油販売課長として， 

早稲田の応化の卒業生は昭和59年1月1日現在 また大阪支店には当社グループ労組の頂点である 

で29名おり，各地，各分野に分散し活躍中です。 中央執行委員長を歴任した野中良胤（42年）が配 

三菱石油グループ内では社風が出身校，経歴等に され，共に実力に加え幅広い人格を不可欠とする 

こだわらずに結束しているので，社内では応化会 要職にあります。 

としての特別な会合は持たず，応化会を通じての 

社外の各分野の方々との交流も大切にしているよ （3） 川崎製油所

うです。 昭和6年12月に操業を開始Lた歴史ある製油所 

社外の各分野の方々との交流も大切にしているよ （3） 川崎製油所

うです。 昭和6年12月に操業を開始した歴史ある製油所 

で，爾後数次にわたるスクラップ・アンド・ビル 

(1） 本 社 ドを経て設備の能力増強・近代化が図られた結果， 

川崎，水島両製油所で要職を歴任した中田常次 現在は非常にスマートな製油所に変貌を遂げてお

（燃・昭和26年，以下昭和を略す）が環境安全部 ります。また製油所としての機能に加え，首都圏 

主査一として公害問題，安全対策に取組み，製油所 に立地する好条件から関東一円に製品を供給する 

の操業を環境安全面から管理しております生産部 ための配給基地としても重要な役割を果していま 

は3製油所（川崎，水島及び仙台）の生産活動を す。その操業の中心的役割を担う製油部の次長兼 

掌握し，また生産技術の一層の向上を推進してい 操油一課長の要職に佐野毅（31年），品質管理の 

る部署ですが，中川文博（32年）が次長としてそ 統括者であり，また製品の管理及び装置の安定操 

の責にあり，勝見司（44年）が研究所，製油所の 業に欠かすことのできない試験課の課長に志村輝 

経験を生かし主に燃料油関係を担当しております。 明（37年），製油所の中枢機能として操業全般を 

工務部門では工務部次長として上坂良次（33年） 広く掌握する生産管理課のスタッフとして内藤豊 

がおり関連会社三石ェンジニアリング（株）にも 嗣（49年院）がおり，各々多忙な毎日を過してお 

籍を置き，同社が受注した官民共同で長崎県上五 ります。 

島地区に600万キロリットルの洋上備蓄基地を建 

設するビッグプロジェクトの中心的役割を担って （4） 水島製油所

います。管理部門にある需給部は需要予測に基づ 西日本一の原油処理能力を誇る主要製油所で， 

き，原油の輸入，精製販売に至る各部門に係わる 岡山県倉敷市の臨海部にある水島臨海工業地帯に 

調整を行なう中枢的機能を受持っていますが，こ あります。当地は昭和16年三菱重工業水島航空機 

こでは進経勝（43年）がオペレーションプログラ 製作所建設のため，県事業として地先海面を埋め 

ム作成を担当し，目まぐるしく変化する情勢への たてたことがその開発の始まりで，戦後は一時造 

対応に努めております。販売部門において石油化 成事業を中断しておりましたものの，この地が臨 

学全般を掌握する化成品部では，中西克夫（36年） 海工業地帯としての各種の立地条件に恵まれてい 

が化成品開発課長として石油化学関係の新製品開 ることに着目した県が，新たに昭和28年より造成 

発の中心的存在で，国内，海外に多忙を極め，ま に着手し，今日見る大臨海工業地帯に成長したも 

た化成品販売課では鮫島直哉（45年）が製油所経 のであります。この地に当社の第2 製油所として 
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建設された水島製油所は，昭和36年5月より操業 

を開始し，数度に及ぶ装置類の新増設を経て現在 

は燃料油製造装置から高級潤滑油製造装置に加え， 

我国最大級を誇る芳香族製造装置を配する代表的 

な綜合製油所になりました。ここでは横溝清治 

(32年）が製油三部長として潤滑油製造の最高責 

任者の要職にあり，潤滑油混合課長の長谷川三洋 

(40年）と共に当社の潤滑油製造の重責を担って 

います。操油三課長福島馴一（42年院）は原油船 

受入れから内航タンカーによる出荷までの海上出 

入荷業務を担当していますが，以上の3名は10年 

余の研究所勤務を経験しています。工務部門では 

入社以来一貫して建設，工務関係に携わり，川崎 

製油所，本社を歴任，当社主要プロジェクトを数 

多く手がけた細村省三（35年）が工務二課長とし 

ての要職に豊富な経験を生かしています。 

⑤ 東北石油仙台製油所

杜の都仙台市の中心街から自動車でおよそ40分， 

日本三景のーつ風光明婿な松島からも近い多賀城 

市（構内の一部は仙台市）に位置する東北石油仙 

台製油所は，昭和46年7月より三菱石油グループ 

の一員として操業を始めております。 

会社設立と同時に参画した秋山忠弥（28年）は 

生産管理課長，製油部長と製油所の要職を歴任し， 

現在は副所長として製造，技術の統括に加え対外 

関係の維持も受持ち，文字どおりの多忙な日々を 

過しております。製油部門では紺野一雄（48年院） 

が水島製油所での経験も生かし，精製装置の原料 

となる原油や半製品タンクの管理，製品の品質管 

理等幅広い分野で活躍中です。桜井初則（55年院） 

は新進気鋭のェンジニアとして常圧蒸留装置，ガ 

ソリン改質装置等を担当しています。生産管理部 

門には芳武章（50年）が三菱石油生産部との橋渡 

し役として，短・長期生産計画の作成で多忙な毎 

日を送っています。工務部門では石川利延（56年 

院）がタンクや低温LPG 設備の保守点検等幅広 

い範囲の業務と精力的に取組んでおります。 

(6） 研究所

敷地，研究棟を川崎製油所と隣接し，約160名 

が意欲的に研究に取組んでおります。 

応化会8名の最年長は余語盛男（33年）で入社 

当初は原油評価，潤滑油精製プロセス等を担当し 

ていたが，昭和43-48年の5年間，東大農学部に 

国内留学して固型パラフィンによる微生物の増殖 

に関する研究をして以来，メタノール蛋白を始め 

とするバイオ関連の研究に従事し，当社における 

同分野の第一人者として活躍しております。立木 

清鷹(34年）は入社以来燃料，とくにガソリン・ 

灯油等軽質燃料の研究に従事し，昭和50'-55年の 

水島製油所試験課長歴任後，再び燃料の研究を継 

続，昨年秋から発売された無鉛ハイオクタンガソ 

リンの研究等，この分野での指導者的存在となっ 

ております。土本暗二（44年博）は入社後数力月 

で工技院公害資源研究所に長期出張し自動車排ガ 

スの研究に従事，帰社翌年の昭和54年には科学技 

術庁動燃事業団に半年間出張留学するなど特異な 

道を進み，最近，石油精製プロセスに関する研究 

に従事しております。室賀五郎（44年院）は重質 

油の有効利用に関する研究を続け，重油燃焼から 

カラー舗装から活性炭に至る幅広い研究を手懸け 

今や，その中心的存在として活躍しております。 

野田光則（44年）は入社以来一貫して機器分析の 

研究を手懸け，現在，分析研究における不可欠の 

中心人物となっております。広谷修（46年院）は 

入社以来新しい燃料の開発研究に従事し，エマル 

ジョン燃料，石炭，石油コークス，COM等，常 

に新しい燃料の研究分野で活発に活躍しておりま 

す。宮崎衛（50年院）は潤滑油関係の研究に従事 

し，最近はATF 油，グリース等の分野でユーザ 

ーに直結した研究に積極的に取組んでおり，将来 

が嘱望されております。新進気鋭の畑中重人（57

年院）は石油化学関係の研究室にて可塑剤や製紙 

用サイズ剤に関する研究に従事し，将来，石油化 

学分野で中心的人物として活躍することが期待さ 

れております。 

以 上 

（この記事は，土本，福島，進，鮫島，内藤，芳武， 

中川（文責）で作成しました。） 
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川崎製油所及び研究所 

当社で最も歴史ある製油所で手 

前の運河をはさんだ対岸に別に原 

油・製品タンク基地を配す。また 

上方に研究所と隣接する。 

東北石油仙台製油所 

風光明婚な松島に近く，東北地 

区唯一の近代的製油所で高度のイ 

ンテグレーション配列が採用され 

ている。 

水島製油所 

日本の代表的な綜合製油所のー 

つで瀬戸内海に面する水島臨海工 

業地帯に位置する。原油処理能力 

220,000 BbI/H
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"A、S S6 × トピックス 

バイオシステムエンジニアリング 

20世紀は物理学の時代であり，21世紀は生物学 

の時代になるのではないかと言われております。 

未来予測というものは，誠に難しいものですから， 

そう簡単にはいかないと思いますが，昨今のバイ 

オテクノロジーブームを見ていると，一歩ずっ進 

んでいるようにも思われます。 

この会報の読者は，化学工学を学ばれているの 

で，私の勤めている千代田化工建設（株）を御存知 

の方が多いと思います。英文名でChiyoda Cheー 

mical Engineering and Construction Co,とい 

う位に，Chemical Engineering に特化している 

会社であります。 

それが，全く本業と無関係といえるバイオシス 

テムエンジニアリングなどということを何故言い 

だしているかということは，誰でも疑問に思わ 

れることでしよう。昨今のバイオブームにあやか 

ったのではないかとなどとお考えの方もおられる 

かも知れません。 

実は私共はこの分野に昭和40年から取り組みま 

した。最初に手掛けたのは実験動物の生産施設で 

す。これは実験動物の近代化の為に，質の良い生 

きた試薬として，国際的に通用する実験動物の生 

育場でありました。 

建築主は日本クレア（株）であり， 技術指導は 

（財）実験動物中央研究所でありました。厚生省公 

衆衛生院小林陽太郎先生（当時）の御紹介で，生 

物学的には（財）実中研の指導のもと，エンジニア 

リングの立場から一生懸命取り組みました。当時 

は今と違って，実験動物＝ネズミに対する理解が 

殆どありませんでした。 

取組む私共も，全く初めての経験です。環境条 

件（温度，湿度，風速，臭い，騒音など），飼育条 

件（動物の取扱い，滅菌，消毒，給餌，排池物処 

理など），公害対策などいろいろと苦労いたしま 

した。ところができあがってみると，これは，24

時操業，365日休みなしのプラントと取扱いにお 

いて似ているところがあり，担当者としては大変 

昭和28年3月 早稲田大学理工学部建築学科卒 

（新制第3回） 

昭和28年4月 千代田化工建設（株）入社 

昭和57年12月 同社取締役バイオシステムプロジェクト部長 

ノーノ 佐藤 清 
興味を持ちました。そんなことであれから19年， 

今迄に手掛けた施設は約70件にのぼり，わが国に 

おけるこの分野のパイオニアとしての役割を果た 

すことができました。この実績は，次の6 つに分 

類できます。 

(1） 実験動物生産施設 

(2) 学術研究施設 

(3) 安全性研究施設 

(4） 医薬品研究施設 

(5） バィオハザード防止施設 

(6) ケミカルハザード防止施設 

この⑤のバィオハザード防止施設が，病原微生物 

に対するものと，遺伝子工学に対するものとに分 

けられます。もちろん，病原微生物に対するバイ 

オハザード防止技術が，欧米においても先行して 

おり，遺伝子組換えに対するものは最近研究され 

たものです。 

こうしたことから，今迄私共のやってきたこと 

を，バイオシステムエンジニアリングと命名いた 

しました。このエンジニアリングは，取り組んだ 

対象からおわかりのように，微生物統御とバイオ 

クリーンルーム技術，バィオハザード防止技術と 

いうふうに理解していただけるとわかりやすいと 

思います。 

わが国においても，組換えDNA の実験指針も， 

20l以下の研究室レベルのものでした。アメリカ 

での研究が進み，わが国でも研究室レベルの実験 

指針が見直されてきました。 

昨年8月には，やっと大量培養のガイドライン 

(LS-1, LS-2）も公布されました。 

従って，バイオシステムエンジニアリングも， 

環境面からの取り組みが主でありましたが，これ 

からは，バイオインダストリーへ向けてのェンジ 

ニアリングに幅を広げることに努力したいと考え 

ております0

「ローマは1日にしてならず」，読者の皆様から 

の有益なサジェスションをお願いするものであり 

ます。 
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"～…バ、」h「× トピックス 

膜によるガス分離 

膜を用いた分離技術は，従来の分離技術と較べ 

て，装置がコンパクトで操作性にすぐれ省ェネル 

ギー型であるといった数々の特徴を有するために， 

各方面からその動向に対して熱い視線が注がれて 

いる。膜分離が最もポピュラーに利用されている 

のは，逆惨透膜による海水の淡水化への応用であ 

ろう。特に中近東のように飲料水が不足する地域 

では，海水からの造水が大きなテーマとなってお 

り，日本の膜メーカーも，それぞれ特徴を持った 

膜モジュールを開発して，外国の膜メーカーと互 

角に激しい商戦を展開している。これに対して， 

ガス分離への膜の応用となると，わずかに実用化 

段階にあるもの‘むMonsanto社の 開発したPrism

Separator 位のもので，なかなかこれに続くもの 

が現われない。日本においても膜の研究開発は盛 

んであるが，ガス分離となると，実用化段階まで 

いったものは，ほとんどないといってよい。わず 

かに，松下技研と大阪ガスが開発した酸素富化膜 

が，小規模ながら実用化段階にあるといわれてい 

る位である。そこで我々は，EN会社という立場 

から，日本で開発中のガス分離用膜を種々探索し， 

それらを鉄鋼，石油精製，石油化学分野からのニ 

ーズに結びつける検討を行なってきた。その中で 

東洋紡が開発した酢酸セルロース中空系膜が，水 

素分離用膜として十分実用化段階にあることを確 

認し，これを組み込んだ日揮式ガス分離膜装置と 

して，工業化することになった。 

膜分離に用いられる膜には，大きく分けて多孔 

質膜と非多孔質膜があるが，多孔質膜では膜に微 

細な孔があり，その孔の中へのガスの拡散速度の 

差を利用して分離するものであるために，高い分 

離係数を期待することは難しい。一方，非多孔質 

膜では，ガスが先ず膜表面に溶解し，次いで拡散 

していく機構をとるために，膜素材の選び方によ 

日揮（株）横浜事業所・技術研究本部・研究企画部 

（昭和40年応用化学科卒・新制15回） 

松本英之 

って高い分離係数を期待することができる。Monー 

santo 社のPrism Separator に使われている膜 

は， ポリスルフォンの表面にポリシロキサンをコ 

ーティングした複合膜といわれているのに対して， 

東洋紡の酢酸セルロース膜は，表面処理を施して 

分離係数を向上させた非対称膜である。両者はい 

ずれも中空系モジュールであるが，酢酸セルロー 

ス中空系の方が若干系の太さを細くすることがで 

きる。性能的には，どちらのモジュールを用いて 

も，H2, H2S, H20, He などに対しては高い透 

過性を示し，H2の0H4, N2 などに対する分離係 

数は80~ 100にもなる。したがって，いずれも水 

素の精製や水素の除去などの目的には適した分離 

膜である。特に石油精製プラントから発生する水 

素化分解，水素化脱硫後のオフガスからの水素回 

収や，メタノール，アンモニア合成プラントから 

の未反応水素の回収などの用途には適している。 

膜分離では，膜透過の駆動力がガスの分圧差にあ 

るために，透過側のガスを利用しようとなると， 

コンプレッサーが入用になり，このために設備費 

及び運転費の上昇を招く。したがって，最も好ま 

しい使い方としては，透過しやすいガスを除いて， 

圧力が保存されている濃縮側のガスを利用するこ 

とである。たとえば，H2-CH4, H2-N2,H2--

Co系からH2を除去して，0H4, N2, C0 をそ 

れぞれ濃縮する用途などは，最も適した使い方と 

いえよう。日揮式ガス分離膜装置は，その耐久性 

を検討するために，石油精製，石油化学会社で実 

際に実ガスを用いた共同研究を都合4 社で行な 

い，ほぼ8, 000 hr にわたる連続運転の結果から， 

膜モジュールの劣化がほとんどおこらないことを 

確認した。我々は，今後はさらにH2 以外で分離 

しにくい，02, N2, OH4, 00, 02H4 といった 

ガスを相互に分離する膜の探索を始めているが， 

これには，従来のような膜素材だけの開発だけで 

は十分でないと思われる。 
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楽しい化学の実験室噂電気のいらないめっきク 

日本化学会関東支部の特別事業のーつとして， 

化学の啓蒙を目的に国立科学博物館で昭和58年 

11月の日曜・祭日に「楽しい化学の実験室」が行 

なわれました（化学と工業1983.12月号p.A 524

参照）。その中で，11月20日に，「電気のいらない 

めっき」 について私が担当し， セラミックス，ポリ 

イミド，銅板， ヒイラギの葉などに金属膜をつけ 

ることを楽しんでもらいました。対象者は中，高 

生から一般の会社員，高校の先生，インドネシア 

からの教育関係留学生2人とバラエティーに富ん 

だ20数名の人々で，まえもって定員20名で申し込 

んでもらった方々です。 

「電気のいらないめっき」 とはふつう無電解め 

っきと呼ばれ，多くの分野で工業化されたものが 

利用されています。代表的で最も機能的なものと 

して本研究室とも開発の際関係した高密度磁気ディ 

スクやセラミックスを利用した電子部品，高密度プ 

リント配線基板等も展示し，実際の応用例も理解 

できるようにしました。やはり若い人の方が熱心で， 

時間がすぎてもあれこれとめっきを試み，ヒイラ 

ギの葉がなくなると博物館の庭の葉までとってく 

る程でした。このような試みが次の世代の化学を 

専攻する若者をー多くなくてもよいが，何人か 

が―増やせるようならばと希望しています。 

早稲田大学理工学部応用化学科 助教授 

（昭和44年卒・新制19回） 

逢坂哲蒲 

〔楽しい化学の実験室〕 

電気のいらないめっき 

そのI.電気を流さなくてもできる「めっき」（無電解めっき）で，‘、ろ‘、ろな金属 

膜をいろいろなものにつけてみよう。 

＠ めっきをつけるもの（基板と呼ぶ） 

セラミックス（ALO,).ポリイミド（トN I J iJーR司）, 

針葉樹や肉厚の葉など ［とov、co in

回 めっきをつける方法 

1 触媒化（めっきができるように表面に触媒となるPd 核をつける） 

酸性塩イ鵬（II )(SoCh）溶液に基板を1分程度浸す。 

次に水で洗浄して酸性塩化パラジウム（PdCIl> 溶液に基板を1分程度 

浸す。 

洗浄して．上の撮作をもう一度繰り返Lたほうが均ーなめっき膜ができ 

る。Sr. +Pd24 →Sn“十 Pd の反応で表面にPd の触媒核が出米る。 

2. め っ き． 

洗浄後．めっき浴に基板を数分程度浸す。めっきが始まると水素の泡が 

できるので，めっきが起っているかどうかがわかる。 

3 後処理 

めっき浴から基板をとりだし洗浄する。 

★ 注意事項：めっき浴はpH が高い溶液があるので．Fにふれ“いように 

気をつけよう。 

ポリイミド基板はすでに表面にPd がついているので触媒化 

をしないで．直接めっき浴にいれてよい。 

銅めっき膜は空気中の酸素で酸化されて変色することがあり 

ます。 

＠ いろいろなめっき浴 

l ニッケルめっき裕(A )（市販品 高温型）膜は非磁性 

ニッケル・クエン酸錯体に次亜リン酸ナトリウムを加え．水酸化ナトリ 

ウムでpHを6にしている。浴温度80~ 85で。 

次亜リン酸ナトリウムが金属ィオンを還元する。 

2 ニッケルめっき浴(B )（市販品 低胤型）膜は非磁性 

ニッケル・酢酸錯体に次亜リン酸ナHJ ウムを加え‘水酸化ナHJ ウ 

でpHを7 にしている。浴温度60で程度。 

植物の葉はこの浴でめっきする。 

3 ニッケル・鉄合金（バーマロイ）めっき浴 膜は強磁性 

ニッケルおよび鉄・ロッシュル塩錯体に次亜リノ酸ナトリウムを加え， 

アンモニアでpHI叫皇度にしている。浴温度60で程度。 

★ 注意事項】めっき浴は50ででアンモニアを含むので，アンモニア臭がす 

るから‘気をつけよう。 

4 コバルトめっき浴 膜は強雄性 

コパルト・酒石酸錆体に次亜リン酸ナトリウムを加え， アンモニアで 

pHを9にLている。浴温度80 -85で。 

★ 注意事項：めっき浴は高温でアンモニアを含むので．アンモニア臭がす 

るから．気をつけよう。 

5. 銅めっき浴 膜は非磁性 

銅・EDTA（エチレンジアミン四酢酸）錯体にホルマリンを加え． 

化ナトリウムでpHを12.5にしている。浴温度室温または60で。ホ 

リンが金属ィオンを過ルするu

★ 注意事項】めっき裕は高pH であるから，気をつけよう。 

6. 金めっき浴（市販品） 

金・ンアン錯体を含む溶液で，これはL記めっき浴とは異なり，無屯解 

めっきではなく，置換めっきである。pIIは7付近。浴温度90で。 

☆ 1主意事項．このめっき浴は非常に毒性が高いので， ‘般には実験をさせ 

ない。 専門技術者が参考のためボールヘンの先の部分に金め 

っきして参加者に配る予定。 

の2 めっきした金属の性質を磁石で調べよう。 

同じニッケル膜でも磁右に付くものとイtかないものがある。 

強磁性膜の金属は破石にイtくが， ここではパーマロイ （ニッケル・鉄合金〕 

けがつきます。他の強磁性膜は保破力が大きいため市販の磁石では磁力かた 

ず，つかない。またパーマロィ膜でもある程度の厚さかないと付かない。 

の3．実際にl酎月されているものには．どういうものがあるたろっ。 

ここには．おもに電f機器に利用されているものを展小L ている。 

】 コノビューター用磁二（記録装置に使う磁気ディスク（コバルト合金め 」 

2. プリノト配線基板（銅めっき〉 

3. 電f部品の抵抗体や接続端f等（＝ッケルめっき，調めっき〉 

4 プラスチック上にめっきLたオーディオ部品（ニッケルめ，き） 
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私の趣味（詰将棋） 
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私は高校時代から詰将棋に興味を持ち，趣味で詰 

将棋を作っています。詰将棋は，よく普通の将棋と 

混同されますが，将棋は勝ち負けを争うゲーム，詰 

将棋は王様を詰めるパズルですから，内容はかなり 

違います。詰将棋ファンと云えば，詰将棋の問題を 

解いて楽しむ人がほとんどですが，私の場合はその 

問題を作るわけです。 

私はコリ性なので，只の詰将棋を作るだけではあ 

きたらず， 「曲詰」を専門に作りました。曲詰とは 

単に王様が詰むだけではなく，詰んだ時の駒の配置 

が文字や図形を表わす詰将棋で，詰めた人をびっく 

りさせる趣向作品です。応化在学中には，曲詰で 

「イロハ」48文字を全部作って専門誌に発表したり 

しました。 

冒頭に掲げた詰将棋は会報のために創作したもの 

で，詰め上げると「化」の字が盤上に浮かびます。 

古河電気工業（株）開発本部勤務・詰将棋八段 

（昭和31年応用化学科卒・新制6回） 

門脇芳雄 

興味のある方は駒を並べてみてください。 

「曲詰」の創作は大変なことと思われるかもしれ 

ませんが，コツを呑みこめば案外簡単にできるもの 

です。難しいのは，詰将棋らしい妙手を入れること 

と，大きい作品で端から端まで全部の駒に意味づけ 

をすることです。創作がうまく行かぬと長期間かか 

る場合もあり，完成までに数年かかった作品もあり 

ます。詰将棋の創作で一番厄介なのは，作意以外の 

手で詰まぬかどうか（余詰）の検討と修正です。詰 

将棋では，自分のアイデアにほれ込んで，思わぬ見 

落としをしがちなので，あの手この手の可能性を全 

部検討せばなりません。 

詰将棋の検討の習性が身について，実生活でも色 

々考え過ぎることが多く，苦笑しています。実社会 

では余り考え過ぎない方が良いようです。 

詰将棋の創作力は20歳前後がピークのようです。 

私の場合は，不幸にも高3 の時がピークでした。 

「イロハ文字」も大部分は高3の時の作品です。高 

2 の時に曲詰を覚えたのが運のつきで，高3の時は 

受験勉強もそっちのけで，詰将棋の創作に没頭して 

いました。あの時詰将棋を覚えてなければ とは， 

シメっぽい話になりました。 

最近，八段に推薦されましたが，これはもちろん 

実力八段ではなく 「キャリアー八段」です。 

（解答は11ページ） 
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図書室を去って 

お懐かしい皆様，昨年末定年退職した私に随想 

をと送られて来た4枚の原稿用紙を前に37年間を 

ふり返りつつ紙面を汚す事に致しました。 

終戦迄勤めた陸軍の研究所時代の御縁から21年 

末図書室に勤めましたが，その頃の本部キャンノぐ 

スは恩賜館は瓦喋の山でしたし，演博の屋根はシ 

ートに掩われ戦争の傷跡も生々しく，図書室に来 

られる人達の姿も詰衿の学生服にまじって敗残兵 

そのままの復員姿に雑嚢を肩から下げて，今の様 

なカラフルで女かと見まがうばかりの華やかさ等 

みじんもなく，若さを飾る何もなかったのです。 

お腹を空かして図書室のドアをあけるなり 「何か 

食物ないかい」なんて，その時代に共に生きた私 

でさえ現実の事とは思えない今の飲食時代，余り 

にも違い過ぎる現在の繁栄の姿です。 

空白の時代を経た図書室は古い物ばかりで，折 

角学園に戻って書物にも飢えた方達に提供すべき 

新刊はまことに微々たるものでした。海賊版が一 

役買ったのも仕方のない事でしょう。その頃の応 

化の図書室は，冷たいラジエーターはあっても暖 

房の全くない時代でしたが，四階の日当りのよい 

明るい室で学生はよく勉強がてらお話しに来てく 

れました。物資も乏しく人の心も荒んだ暗い世相 

でしたけれど，戦争という逃れられない苛酷な運 

命から解放された若者たちは明るくて，よくいた 

ずらし面白い話も沢山聞かせてくれました。時に 

は一見深刻な失恋のお話，その実内容はおのろけ 

け？，私はいつも聞かされ役でした。でも支那事 

変から終戦迄そして魂のぬけた戦後と，その間が 

私の青春といえる年令のすべてでしたから，その 

頃がやっと私にとって青春の残影を感じさせてく 

れた唯一の時であったかも知れません。 

どん底時代にAC S からJ. A. C. S．のバック 

ナンバーが寄贈されて本館で閲覧に供された後， 

欠号だらけになって応化の図書室に入って来た時， 

残念ながら何か宝物を貰った様な気がしたもので
昭和21年-42年3月 応用化学科図書室勤務 

昭和42年4月～58年11月 理工学部図書室動務 

松尾きみ子 
す。この欠号を補充するのに苦労しました。オリ 

ジナルを捜すしか手のない時代でした。42年に今 

の大久保キャンパスに移りまして，今度は一挙に 

地下室の住人となったわけですが， ドライエリア 

があるせいか地下というイメージはなく，冬暖か 

く夏涼しい住心地のよい場所です。 

当初は理工の各科からのよせ集めでスタートし 

たわけですから，欠号や重複の整理に何年もかか 

りました。初めは部門によっては文部省の規準数 

にも不足する始末でしたがまたたく間に満杯にな 

り，保存庫をあちこちに作ってスペースの確保に 

四苦八苦の有様です。当然資料のマイクロ化は進 

み付随する機械類の設置に追われ，情報の形式の 

多様化にふり回されるばかり。この世界中の尼大 

な資料をいかにコンパクトにそして高能率に整理 

するかが問題です。 

スペースといえば時折卒業生や御家族等から蔵 

書の御寄贈のお話が来る事がおりますが冊数のほ 

しい時代には殆んどありがたく頂載したものです 

が今となりましては理工書の古いものは利用価値 

からいって又雑誌等は欠号の分だけ載ければ誠に 

ありがたいのですがその他は大抵重複してしまっ 

て，お蔵入りの止むなき結果になりますので御好 

意に答えられなくて申し訳ない事がありました。 

学生読書室にコンピューターを入れて省力化し， 

図書室には端末機を入れて情報検索も国際的にと 

発展しつつあります。日本にもカードレスライブ 

ラリーが出来る時代になりました。これからのラ 

ィブラリアンは機械に強く知識が広く深く語学に 

堪能な人が要求されましょう。その意味でも辞め 

るにはよい潮時でした。後には一騎当千の若い人 

達が沢山おりますから立派な図書室になってゆく 

ものと信じております。 

皆様も理工の図書室をどしどし御利用になり， 

また遠慮のない御意見なり御希望なりお寄せ載い 

て，時代に即した早大理工の名に恥じない立派な 

図書館にしてゆきたいものです。 

人生の大半を過させて載いた理工図書室と応化 

会の限りない発展と皆様の御多幸を祈りつつこの 

稿を終らせて載きます。 
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新博士誕生 

論文題目 

、 
' 
J

放射菌による生理活性物質生産 

に関する研究 

小川 弘 

昭和45年3月 応用化学科卒業 

47年3月 大学院理工学研究科 

修士課程修了 

47年4月 明治製菓株式会社入 

社，薬品開発研究所 

58年10月 工学博士（早稲田大 

学） 

このたび，早稲田大学から工学博士号を授与され身に余る光栄と感謝しております。これも宇佐美昭 

次教授，鈴木晴男教授，土田英俊教授，さらには教室の諸先生方の御指導，御鞭縫の賜と心から御礼申 

し上げます。 

卒業以来企業の一研究者として抗生物質の開発，生合成の研究に従事してまいりましたが，幸いにも 

教室の御理解，周囲の方々の御激励，御援助を得，これまでの開発研究の中から遺伝的手法を応用した 

新抗生物質の発酵生産に関する研究について論文にまとめさせて載きました。 

本論文の内容は放線菌による抗生物質の生産および生合成経路の解明に際し，細胞融合という新しい 

手法を用いて遺伝的組み換え体を造出し，大型発酵槽による発酵生産にまで結びつけた結果を中心にま 

とめさせて載いたものであります。微生物による二次代謝産物の開発研究にーつの新しい方向を示すの 

ではないかと考えておりますが，まだ問題点は山積しており，この機会をーつの節目としてさらに心を 

引締め，微力ながら応用微生物分野で貢献して行きたいと思っております。今後とも諸先生方をはじめ 

皆様の御指導，御教示を賜わりますようお願い申し上げます。 

渡辺 正義 

昭和53年3月 早稲田大学理工学部 

応用化学科卒業 

弱年3月 早稲田大学大学院理 

工学研究科博士前期 
論文題目 驚一紺簾”‘富議麟 課程修了 

57年3月 早稲田大学大学院理 

studles on ElectncaIlv 工学研究科博士後期 

conduc甘n9Pdymers 57年4月鷲鷲理工学部イヒ 
mtn ヒlectronlc ana 学科勤務 

~onに carrIers 58年10月 工学博士（早稲田大 

学） 

このたび工学博士号を早稲田大学より授与され，身に余る光栄と感謝しております。 

本論文は，電気絶縁性を特徴とする高分子材料に電気（電子およびイオン）を流し，さらにその流れ 

をコントロールするための方法論を，材料合成・物性評価を通じ検討したもので，化学・電気・物理等 

の境界領域に位置する内容であります。金属的導電性を有する高分子の出現，ポリマーバッテリーの提 

案等，進歩の著しいこの分野に微力ながら寄与することができたのは，篠原・土田両先生をはじめ諸先 

生方の暖かい御指導はもちろんのこと，研究の推進に御協力下さった篠原研の方々のお陰であり，この 

場をお借りして深く感謝する次第です。 

今後は，学位取得をーつのステップと考え研究・教育に努力を重ねて行く所存ですので宜しく御指導 

・御鞭推賜わりますようお願い申し上げます。 

Studies on Electrically

Conducting Polymers

with Electronic and

Ionic Carriers
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論文題目 

集積回路における高分子樹脂絶 

縁技術とその多層配線への応用 

に関する研究 

斉木 篤 

昭和40年3月 早稲田大学理工学部 

応用化学科卒業 

42年3月 早稲田大学大学院理 

工学研究科修士課程 

修了 

42年4月 囲日立製作所入社， 

現在中央研究所第3

部研究員 

58年12月 工学博士（早稲田大 

学） 

このたび工学博士号を早稲田大学よりいただくことができ，身に余る光栄と深く感謝いたしております。これは吉 

田忠名誉教授，篠原功教授，逢坂哲禰助教授をはじめ，応用化学科諸先生方の御指導，御鞭縫の賜であり，心より感 

謝いたします。 

論文の内容は半導体集積回路における多層配線の層間絶縁膜として，従来の二酸化シリコソ膜に代り，高分子樹脂 

膜を用いる方式を，プロセスと信頼性の面から検討し，必要な条件をみたすィミド系ポリマーの合成と高純度化，加 

工性ならびに半導体表面に対する接着性などについて検討し, これらの集積回路への適用に至るまでの工学的研究を 

行なったものであります。 

なお本研究の概略につきましては，本会報昭和57年11月号で紹介させていただいております。 

本研究論文は，吉田忠名誉教授の御懇切なる御指導を賜りましたのち，内容に学際的な面もあるとのことから，電 

気通信学科の伊藤糾次教授の御指導，御校閲を賜り，さらに同科の大泊教授，電気工学科の木俣守彦教授そして応用 

化学科の篠原功教授，逢坂哲禰助教授の御指導，御校閲をいただきました。ここに諸先生に深く感謝の意を表します。 

半導体製造技術の研究に際しましては，化学の知識が大いに役立っておりますが，ひき続きこの分野での研究開発 

に努力していきたいと考えておりますので，今後共御指導賜りますよう，よろしくお願い申し上げます。 

論文題目 

酵素の固定化とその性質に関す 

る研究 

河遷誠―郎 

昭和46年3月 

48年3月 

48年4月 

49年4月 

52年4月 

58年10月 

静岡大学農学部園芸 
学科卒業 
岡山大学大学院修士 
課程修了 
三楽オーシャン囲入 
社研究員 
岡山理科大学化学科 
助手 
岡山理科大学基礎理 
学科講師 
工学博士（早稲田大 

学） 

この度，早稲田大学工学博士の学位を授与いただき，身に余る光栄と深く感謝いたしております。 これも宇佐美昭 

次教授をはじめ，篠原功教授，加藤忠蔵教授，鈴木晴男教授の御指導の賜と心より感謝致しております。また57年度 

の理工研派遣研究員として宇佐美研究室にて研究をお許しいただき,お世話になりました皆様，先輩諸氏に心よりお 

礼申し上げます。 

本論文は酵素の持つ特異な触媒活性を保持したまま固定化された酵素をつくり，真の触媒化学的な利用法を確立し 

ようというもので，特にプロテアーゼとして重要な酵素のーつであるノぐノぐインを中心に，固定化に関する様々な基礎 

的知見，酵素学的性質および連続酵素反応など工業的利用に関してまとめさせて載きました。 

農学部出身の私にとって，ここ7年余りの早稲田大学理工学部応用化学科の皆様との研究および直接のお付き合い 

は，大変貴重な経験となりましたが，全てに不案内な私を懇切丁寧にお世話いただき，多大な御迷惑をお掛けしてし 

まいました。今後はこの学位取得をーつの節目として，更に着実な努力を積み重ね，早稲田大学の名に恥じぬように 

と心を新たにしております。今後とも皆様方の御指導，御鞭縫を賜わりますようお願い申し上げます。 
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実社会へ巣立つ後輩へ 

私は昭和32年吉田研究室の卒業ですからすでに 

27年間住友ベークライト（株）で技術総括，研究開 

発という部署を中心に仕事をして来たことになり 

ます。その範囲において私なりに経験したり感じ 

たことが後輩へのアドバイスとなるかと書き綴っ 

てみました。 
友田和助 

最近は技術が専門化して来て，新入社員の配属 とに「疑い」を持ち，それを何んとか解こうと「考 

が研究歴によって決められるケースも増えてはい える」努力からはじまると思います。仕事を与え 

ますが，まだまだ自分の専門とはあまり関係なく ’られたらその部署の話しをよく聞き，その通りや 

配属されることの多いのが事実です。自分の希望 って見ることは必要ですカら あらゆる機会に， 

で仕事が選べる時代はまだかなり先でしょう。企 DOUBT & THINK ということを試みて欲しいと 

業に入り仕事が決まるとノルマが与えられ，忙し 思います。 

い毎日になります。仕事を通じ毎日が勉強である 近年ますます先端技術の研究の傾向が強く模倣 

ことにはまちがいありません。しかしその中でも でない独自の着想が重要になって来ています。最 

学生時代に身につけた文献，学術雑誌などを読む 近の新入社員はそつがなく画一的で個性がないと 

ことを実際の仕事と関係なくても続けるよう奨め 言われます。どうか何事にも常に疑い，考え，自 

ます。わずかな時間でよいので必ず毎日熟読する 分の意見をはっきり言えるよう努めて下さい。企 

習慣をつけるとよいと思います。まず自分の興味 業はそれを必要としています。 

ある専門分野を決めます。その分野の小さな勉強 

の積み重ねは何年か経過した時に大きな蓄積とな 社会は人と人とのつながりで出来ていますから 

り，自分の特色となります。それは必ず企業の中 それを円滑に保つことが大切です。実社会に出て 

で生かされる機会が来ると思います。 から多くの知人を持つことが仕事の上でも自分の 

知識や発想を伸ばすのにも大きな力となります。 

企業（特にメーカー）は新しい製品を開発し， 学校時代の先生，友人は無論のこと，先輩，後輩 

経済的な方法でそれを生産し，いかにそれが顧客 などのつながりを大切にすることが大事です。講 

に満足を与え，利益を得るかで競争しているわけ 演会など感銘を受けたら講演者に手紙で感じたこ 

ですから，研究所では無論のこと，工場でも合理 とを伝えたり，展示会に行った時，情報を得ると 

的生産性を追求する技術の研究，製品を評価する 同時に知人もつくるというようにどんどんつなが 

研究，販売でさえ販売法の研究があり，企業の中 りの輪を広げることは金銭に替えられない大きな 

で研究のない所はありません。研究は前にいった 財産となるでしょう。 

勉強のこととはちよっとちがった性格を持ってい 

ます。いくら知識があっても研究が出来るわけで 以上かなり雑駁な話しを並べましたが，要は目 

はありません。研究の出発は森羅万象あらゆるこ 先のことのみに追われず常に自分を伸ばす研究心 

住友ベークライト（株）取締役技術開発本部長 

（昭和32年応用化学科卒・新制7回） 

以上かなり雑駁な話しを並べましたが，要は目 

先のことのみに追われず常に自分を伸ばす研究心 

を持ち続ける社会人になってほしいとねがうこと 

です。自分が豊かになることは社会も豊かになる 

ことと信じます。 
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実社会へ巣立つ後輩へ 

バレーボールは国際語 

アメリカへの出向辞令をもらったのが，昭和55

年の11月。昨年の10月に，アメリカ側の親会社で 

あるエクソン・ケミカル・カンパニーの合成ゴム 

技術部から出向生活を終え，現在の職場に帰任し 

ました。 3年間のアメリカ生活は，公私ともに充 

実した期間でした。しかし，LAST CHANCEに 

出合うことがなかったら，この出向生活は実り少 

ないものとなっていたでしょう。 

LAST CHANCE とは，アメリカ東海岸ニュー 

ジャージー州にある，Woodbridge という町のバ 

レーボールチームの名前です。 このチームは， 

19.75年に地元の同好者によって結成され，9年 

の歴史を持っています。総勢20名のメンバーの職 

業は種々雑多で，教師，会社重役，ェンジニア， 

ペンキ屋，芸術家，雑誌記者等々。 バレーボール 

に関しては素人ですが，バレーボールへの情熱に 

は感心するものがありました。偶然から，LAST

CHANCE の一員になったのは昭和57年の夏。彼 

らはチーム結成以来の悲願，地域リーグの優勝を 

目ざしていました。私は10年以上のバレーボール 

歴があったので，すぐにレギュラーメンバー。し 

ばらくして，チームのコーチになってしまいまし 

た。 バレーボールは，19世紀末アメリカで誕生し 

日本ブチル（株）生産技術課 

（昭和51年応用化学科卒・新制26回） 

坂口保雄 

たスポーツですが，アメリカでは発展せず，最近 

までマイナーなスポーツでした。地域リーグのほ 

とんどのチームは素人の集まりです。足りない英 

語で基本プレイを必死に教え， 9月からのリーグ 

戦に参加しました。その甲斐あってか，12月の決 

勝戦で悲願の優勝を果しました。この優勝は彼ら 

のバレーボール熱をさらに高め，州リーグへの参 

加へと活動を広げました。私も優勝を期に，チー 

ムの一員になり切ることができました。 

私は，アメリカ生活を始めた頃，独身というこ， 

ともあって，極力日本人との接触を避けていまし 

た。せっかくアメリカに住むのだから，広い視野 

でアメリカを見るために，できるだけ多くのアメ 

リカ人と会うべきだと思ったからです。ボランテ 

ィア活動やスキークラブなどへ出かけて行きまし 

たが，なかなか思い通りには行きませんでした。 

英語不足からどうしても引込み思案になっていた 

からです。会社とアパートの往復だけという毎日 

が，かなりの期間続きました。そんな時に出合っ 

たのがLAST CHANCE でした。彼らと会うこと 

は，人恋しさや英語のためでなく，バレーボール 

をするためでした。目的が同じ場合，心は相手が 

何人居ても通じるものです。練習の後は，行きつ 

けのバーで夜遅くまでバレーボール談議。自ずか 

ら英語も上達し，それに伴い仲間達とのつき合い 

も深みを増しました。言葉と習慣の壁が厚いのは 

確かです。しかしその壁が破れてみると，日本人 

もアメリカ人も考え感じることは同じ様です。 

LAST CHANCE は，仕事の上でも余裕を与え 

てくれました。彼らを通して得た英語の自信は， 

会社の人々との意志の疎通を容易且つ深いものに 

し，仕事の効率を上げてくれました0 重要な会議 

で3回の研究発表ができたことも，この英語の自 

信から来ていたのでしょう。芸は身を助けると言 

いますが，私の場合，バレーボールが英語を補っ 

たのです。 
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実社会生活1,2 年を振返って 

北海道での2年間 

応化会には日頃御無沙汰して申し訳ありません。 

私は一昨年酒井研修士を修了し，現在鉄鋼業界に 

身をおいております。応化会より標記の題をいた 

だきましたが，何分にも未だ独身，寮生活の身分 

ですので題意にそわないところはあると思います 

カら 私の生活を御紹介することで責に代えたいと 

思います。 

はじめに，学生時代に漠然と抱いていたサラリ 

ーマンのイメージは現在の私の生活には全くとい 

っていい程あてはまりません。職場が寮から車で 

10分の所にありますので朝のラッシュとは無縁で 

す。加えて土地柄東京に比べれば渋滞も皆無です。 

あのラッシュをいやという程経験している私は， 

当初この境遇に深く感謝しました。今でもこの気 

持に変わりはありませんが， ラッシュはまたそれ 

で何かとりえのあるもので，例えば車内広告，隣 

りの人のスポーッ新聞，どこかの高校生のおしゃ 

べり等々相当量の情報源であることを認めざるを 

得ません。仮に寝坊をして寝床から会社へ直行し 

たとしましょう。 1時間の通勤時間を持つ方なら 

その気になれば前日の主要ニュース位は自分が新 

聞を持っていなくてもわかるはずでしょう。ほん 

のとるに足らないことかもしれませんが感じまし 

た。次に時間のイメージですが， これまた大分狂 

いました。時間枠としていわゆる9時から5時迄 

的なイメージを持っていた訳ですが，フタを開け 

れば大違い。ひとつには威張れた話ではありませ 

んが，責任分は時間に関係なくとにかく果たさな 

ければならないという厳しさ。能力不足の私には 

殊更ききます。もうひとつには，プロセスの性格 

上現場は365日24時間完全無休体制で動いてい 

ますので，製造方案にイタズラをしようと考えれ 

新日本製鉄株式会社 室蘭製鉄所 

（昭和55年応用化学科卒・新制30回） 

石川厚史 

ば夜中にかかる事もたびたび，はてはトラブル発 

生で呼び出しをくらうといったありさまで，楽は 

させてもらえません。ただし，そのお陰で技術屋 

としてはたいへんに面白い，また貴重な体験をさ 

せてもらっていると思っています。 

―方，プライべー卜の生活はといいますと，独 

り身の気軽さも手伝ってけっこう楽しくやってい 

ます。世に言う独身貴族はまんざら嘘ではないよ 

うです。何しろ右も左も北海道，季節がいい時に 

は出かける所には事欠きません。また地面はあり 

あまっていますからチョットテニスと思えばコー 

トはいくらでもあるといった具合です。冬になっ 

てしまうと気軽に外へという訳にはいきませんが， 

その気になれば毎週でもニセコへ出かけてスキー 

ができる程度には恵まれています。それから，た 

まには気の合った仲間で集まってパーティーを開 

いたり等々，幸い周りの友人がみなさばけた者ば 

かりなので充電のネタには不自由しない状態です。 

さて，とりとめもなく進んでしまいましたが， 

最後に少しだけもっともらしく 。ものの本に 

よれば，集団のポテンシャルは，その中にどれ程 

無関係なものをかかえ込んでおけるかにあるとい 

います。集団が一応の発展を続けているときは， 

それらは全く無駄なものであっても，逆にその発 

展が止まったときに力となるのだそうです。象徴 

的な例が軍事一色に塗り込められた戦時中の日本 

の強さともろさに表われています。私は冶金とは 

ほぼ無縁な世界で育った技術屋として，何とか別 

の角度から物を見ることのできるポテンシャルと 

なりたいと思います。そして少なくとも私のまわ 

りの社会は，こんな私をかかえ込んでくれる程度 

の余裕はあるようです。与えられました紙面も使 

い切りましたので，この余裕を作ってくれている 

まわりの方々に感謝し，終わりにしたいと思いま 

す。 

(S.59. 1. 16 記.) 
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実社会生活1,2 年を振返って 

電電公社での一年間 

日本電信電話公社に入社してから，早いもので 

もう一年が過ぎようとしています。中央電気通信 

学園での訓練，研究所への配属，現場実習などが 

あってたいへんあわただしい一年でした。生活の 

リズムも学生時代とは一変して規則正しいものと 

なり，最初はとまどいましたが，やっと近頃慣れ 

てきたように思います。入社してーカ月の集合訓 

練を終え，私が配属された所は，武蔵野電気通信 

研究所・技術協力部・材料技術研究室でした。こ 

の研究室は，現在電電公社の通信施設に使われて 

いる有機材料に関する問題を解決することと，通 

信施設用材料の研究実用化を業務内容としていま 

す。研究所に配属されてみると，自分がそれまで 

電電公社の研究所に持っていたイメージとかなり 

違うことに気がつきました。基礎研究もやってい 

ますが，通信施設の実用化が研究所の仕事の大き 

な部分を占めています。しかし，よく考えてみる 

と，電電公社という企業体の研究なのだから当た 

り前のことです。このあたりの認識の甘さも，学 

生気分が抜けきらなかったせいでしょう。 

有機材料の研究室に入ったため，少しとまどっ 

たことも事実です。私は逢坂研究室に学部4年と 

修士の3年間お世話になり，電気化学を専門に勉 

強しました。有機材料に関係のある高分子化学や 

有機化学はあまりなじみがありませんでした。し 

かし，近頃になって，視野を広げるという意味で， 

学生時代の専門以外の分野をこれから勉強できる 

ことはかえって良かったと思うようになりました。 

一方，公社で実際に仕事をしていくと，研究対象 

に対するアプローチの方法や研究を進める手順に 

共通点が多いことと，現在の研究と学生時代の研 

日本電信電話公社‘武蔵野電気通信研究所 

（昭和56年応用化学科卒・新制31回） 

市野敏弘 

究には意外に接点が多いことに気がつきました。 

少なくとも早稲田で学んだことは無駄にはなって 

いないようです。 

この一年間印象に残ったのは，8 -I0月の3カ 

月間の長野電話局での現場実習訓練です。「一番気 

候がいい時に何をしにきた。」 とあちらの人達に 

皮肉を言われましたが，実際休日には信州の自然 

をたっぷりと楽しんできました。電話局での実習 

内容は，ケーブル等の屋外施設や電話機をはじめ 

とする宅内施設の保守及びそれに伴う工事でした。 

マンホールに入ったり，電柱に上がったりしての 

作業もやりました。皆さんはご存知ないと思いま 

すが，通信用マンホールは多くの場合，中は水び 

たしです。作業は水を汲みだした後泥だらけの中 

で行います。 このように屋外での作業は条件の悪 

い場所で行うことが多いのです。9月の末には台 

風の災害復旧にも行きました。洪水の中を腰まで 

水につかって浸水した家の電話機の取り替えに行 

ったり，崖崩れ現場に電柱をたてに行ったりしま 

した。テレビや新聞で災害復旧の場面はよく見ま 

すが，まさか自分がそこで作業するとは夢にも思 

いませんでした。応化の卒業生は多勢いらっしゃ 

いますが，このような体験をした人は他にはいな 

いのではないでしようか。 

この現場実習を含めた電電公社での一年間の実 

社会生活を過ごして，電気通信はこれからの社会 

を支える重要なインフラストラクチャ（社会基盤） 

だということを確信しました。その未来の電気通 

信として電電公社が計画しているINS（高度情報 

通信システム）の基盤技術である光ファイバー， 

LSI，衛星通信などに対して化学技術が果たす役 

割は非常に大きいことを痛感しています。私も今 

後電電公社職員として，このINS 形成に向けて 

何か貢献したいと思っています。 
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実社会生活1,2 年を振返って 

「畑違い」の悪戦苦闘 
吉丸（池田）由紀子 

私は入社時より「海外事業総括本部」という部 

署におり，海外向の広報活動，あるいは海外の市 

場調査等を行なっています。こういったセクショ 

ンにあって，理工学部出身者というのは極めて稀 

で, ましてや化学となると百人近くいる中，私た 

だ一人なのです。 「技術系大卒女子→ソフトウエ 

ア要員（または研究職）」の方程式に逆らい，配属 

にあたっては特にお願いしてこの仕事につかせて 

いただいたものの，「畑違い」 という不安が常に 

頭にありましたが，最近では居直って「希少価値」 

と思い込むように努めています。なにせ「、エレク 

トロニクスの沖電気が く一半導体一電気化学」と， 

基本となる勉強をしてきたのですから（?D 

この「希少価値」を買われてかどうかははなは 

だ疑問ですが，先日，Telecom '83 という、電子 

通信界のオリンピック‘などといわれる展示会の 

説明員としてジュネーブに派遣されました。 私の 

役割は，展示している製品（パソコン，FAX , 

データ端末，交換機など）の説明，デモンストレ 

沖電気工業（株）海外事業統括本部 

ーション，受付での応対，その他，なんでも屋で 

す【写真】。今回の展示会は，72カ国650企業・団 

体が出展した大きなものでしたが，自社女子社員 

が説明員として参加というケースは全体でも5 本 

の指に入る程少なかったとのこと。たいていはプ 

ロを雇っており，「プロにかなう訳はない」 と思 

いつつも，「製品の技術知識なら負けないぞ」と 

無我夢中で一週間。結果は，沖電気としては国内 

展示会でさえ今までなかった程の人の入りで，無 

事勤めを果たすことができてほっとしています。 

4月からは，私も社会人3年生。「もう3年目」 

と思う反面，「まだほんの3 年目」 という思いも 

かなり大きく，複雑な心境です。この時期の女性 

というのは，早かれ遅かれ，大部分が「結婚，育 

児」 といった人生の大きな曲面を迎える訳ですが， 

応化の諸先輩方のご活躍をお手本に，そこをなん 

とか乗り越えていくことが，私にとっての大きな 

課題であるように思います。 

（昭和57年応用化学科卒・新制32回） 
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多年度分会費前納者（前号掲載分以後10 / 1 -2 /10) 

（敬称略） 

卒業回次 氏 名 前納年度 年 数 卒業回次 氏 名 前納年度 年 数 

旧 

工新 

13038

2

6 58刀
ク ガ

12131518

篠

望

鈴

森

染

丸

大

永

平

高

旗

亀

筋

 

功

男

潔

蔵

夫

一

男

一

彰

平

彦

明

甫

 

原

月

木

本

谷

山

矢

井

田

桑

野

井

野

 

惟
 

源

和

耕

英

晃

 

昌

嘉

邦

 

昭和62夢曾 
60

64

63

60

60

63

61

62

60

60

60

61

4 カ年分 

2

6

5

2

2

5

3

4

2

2

2

129232220
527282930

新 

有 

逢 

永 

須 

梅 

桧 

永 

岡 

青 

森 

高 

河 

坂 哲 弥 

井 穣 

藤 雅 夫 

原 敏 正 

豊太郎 

井 博 彦 

本 晋 一 

木 忍 

本（岸本）聡 

田 典 雄 

避 誠一郎 

(24名） 

昭和62年度貧 
よ 、 

62

60

60

60

60

61

62

70

61

60

4 カ年分 

4

2

2

2

2

3

4

12

3

2

59年度分会費前納者（前号掲載分以後10/ 1-2 /10) 

（敬称略） 

卒業回次 氏 名 卒業回次 氏 名 卒業回次 氏 名 

旧 

燃新 
2

627
3245678

戸 谷 
井 上 
手 嶋 
角 田 
阿 部 

上 原 

半 田 

佐々木 
木 村 

信之助 
三 雄 

精 一 
重 男 
光 雄 
申 次 
正 久 

幹 幸 
倹 延 

新
 

8
1
0
1
1
1
6
1
7
1
8
 
ク 
2
2
2
4

久
毅
宏
夫
晃
夫
猛
一
寿
 

兼
弘
 

昭
 

哲
 

精
一
 

牧
保
梶
庫
青
東
村
平
木
 

野
坂
原
川
山
井
岡
野
内
 

新 

2725ル30ク3132

和
夫
一
昇
徹
繁
治
蔵
 

斎
生
藤
荒
村
宮
内
辰
 

俊
英
進
 

広

真

誠

割

 

藤
津
井
井
上
森
海
馬
(
2
 

6

役 員 会 

日 時 

会 場 

出席者 

議 案 

会 務 報 告 

58年11月17日（木）午後5.40- 7.10

大隈会館 1階 1・2号室 

14名 

1． 会費に関する件 

2, 業務担当理事の報告 

3． その他 

ご 寄 付

岸 文雄殿（旧制4回） 10万円 

11月8日、小林奨学基金に対し、上記の通りご寄付下 

さいました。これにより同基金総額は747万円となり 

ました。 

逝 去 

英 一殿（旧制32回）昭和58年11月17日 

英殿（旧制5回）昭和58年11月18日 

龍二郎殿（旧制5回）昭和59年1月29日 

ご

井

野

野

 

藤

佐

佐

 

-32 - 



編 集 後 記 

今年の冬は思いのほか，雪が多く驚かされましたが， 

三月初め本誌が会員の皆様方のお手元に届く頃には，木 

々の芽もふくらみ初め，季節の移り変りに敏感な地下の 

虫たちも時折り頭をのぞかせることでしょう。この季節， 

応化会にも新しい会員が百数十名誕生します。学部ある 

いは学部・大学院の長い学生会員の時代を終え，新しい 

希望に向って巣立ってゆく新正会員の皆さん方の前途を 

祝したいと思います。 

冬来たりなば，春遠からじと申しますが，長らく不況 

が続いたわが国の産業界にも，少しは光がさして来たよ 

うです。そしてその波がことの外大きかった化学工業・ 

素材産業の分野はまだまだ予断を許さない状況にありな 

会員名簿（1985年版）発行予告

1985年版会員名簿は来年3月発行の予定です。 

収録内容，頒価，予約申込方法，代金払込方法等， 

詳細は次号（7月号）でお知らせ致します。 

なお，会員の現住所，電話番号，勤務先，所属， 

役職等の現況をお知らせ頂くため，7月号に返信 

ハガキを同封する予定です。その節は確実な返信 

にぜひご協力下さいますようあらかじめお願い申 

し上げます。 

がらも，新しい胎動の息吹が感じられるようになってき 

ました。化学工業もこれから21世紀へかけての高度情報 

化社会に欠かせない新材料の開発，新ェネルギーまたは 

バイオテクノロジー開発など新しい課題への展開をはか 

っています。そのためには化学技術者の力を欠くことが 

できず，とくにこれから社会に巣立ってゆく若い化学技 

術者の力を今日程必要としている時はないと思われます。 

公害問題やェネルギ・ショックなどでいささか自信を失 

いかけていたわれわれ化学技術者は，自信と勇気をもっ 

てこの変革の時期に対処する必要があるでしょう。 

どうか，学生会員も含め若い化学技術者の皆さん方も 

目先の好・不況観にとらわれることなく，自信をもって 

大地に足をつけ未来の化学産業のために健闘されること 

を切に希望します。 

会報 編集委員会 

委員長 

副委員長 

委 員 

ク 

ノ’ 

ノノ 

ク 

ク 

ノノ 

ガ 

（吉冨 末彦 記） 

孝
 
弥

士

 匡
 
彦
 
之
 
肇
 
幸
 
仁
 
之
 

清
 
哲

尚

 

末
 
孝
 

政
 
秀
 
宏
 

井
 
坂
 
田
 
藤
 
冨
 
手
 

田
 
林
 
出
 

酒
 
逢
 
本
 
佐
 
吉
 
名
 
菖
 
太
 
大
 
西
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